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1.   名詞句の表す対象の具体的な数量を特定する数詞を含む表現：日本語の
「1 つの」「2 つの」「約 200 の」「何十もの」などに当たるもの。
2.   名詞句の表す対象の，数量の範囲（多少，全体の中の割合など）を表す表現：
「多くの」「わずかな」「全ての」「ほとんどの」「いくつかの」などに当たる
もの。






1.   人称の区別を担うもの：日本語の「私（たち）の」「あなた（たち）の」「彼
（女）（ら）の」および「誰の」「誰かの」などに当たるもの。
2.   固有名を含むもの：日本語の「××先生の」「ウー＝マウンマウンの」など
に当たるもの。
3.   特定的な名詞句を含むもの：日本語の「彼の弟の」「あの先生の」などに当
たるもの。




















































































AC は名詞修飾節，PRON は代名詞，N は修飾要素となる名詞を表す。ADJ は形
















(1) ŋə	 	 	 	 wola
	 1SG.GEN  チベット服
 私のチベット服
(2) wojək=kə	 	 	 	 	 	 tsʰəkmdzol
	 チベット文字 =GEN   辞書
 チベット語の辞書
(3) ŋə	 	 	 	 wəȵɛk=kə	wola
	 1SG.GEN  妻 =GEN  チベット服
 うちの妻のチベット服
(4) hta=ta	 	 Ŋontɕʰat=zək=ne	 	 	 wəl=e
	 馬 =TOP   以前 =INDF=ABL    出る .PF=CONJ
 [nɖokkwa=kə	 hkaŋlak=kə	 kʰama]		 rɛ.
	 牧畜民 =GEN   手足 =GEN   代わり  COP
 馬は以前から牧畜民の手足の代わりです
(5) kʰərgə	 	 	 	tʰojotʰa=kə	 	 	 hlaŋnkʰor















 a  ça		 tɕʰoŋtɕʰoŋ	 sʰonbo=zək
	 	 	 鹿  小さい   生きている =INDF
   （「小さい」が意味的に強調されている）
 b  ça		 sʰonbo		 	 tɕʰoŋtɕʰoŋ=zək
	 	 	 鹿  生きている 小さい =INDF
   （「生きている」が意味的に強調されている）
(8) 白くて小さいきれいな花
 a  metok	 	 karo		 tɕʰoŋtɕʰoŋ	 jokkwa
	 	 	 花    白い  小さい   きれい
   （「白い」が意味的に強調されている）
 b  metok	 	 tɕʰoŋtɕʰoŋ	 karo		 jokkwa
	 	 	 花    小さい   白い  きれい
   （「小さい」が意味的に強調されている）
 c  metok	 jokkwa	 tɕʰoŋtɕʰoŋ	 karo
	 	 	 花   きれい  小さい   白い






(9) a  hta	 hsəm
	 	 	 馬  3
   3 頭の馬
 b  hta	 hsəm-bo
	 	 	 馬  3-NMLZ
   3 頭の馬（3 頭が全体の数であることを明示）
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(10) a  hta	 naknak		 hȵi	 ta		 dʑək=ko=no
	 	 	 馬  黒い   2  今  走る =AUX=NMLZ
   今走っている 2 頭の黒い馬
 b  hta	 naknak		 hȵi-ka		 	 ta		 dʑək=ko=no
	 	 	 馬  黒い   2-NMLZ   今  走る =AUX=NMLZ
   今走っている 2 頭の黒い馬（2 頭が全体の数であることを明示）
助数詞的に用いられる名詞や度量衡の単位が数詞の前の位置に現れることがあ
る（例は (11)）。
(11) [Ŋasʰe	 	 ȵəməkoŋ		 goŋmo=o	 m̥an   n̥akʰa	 hsəm]	 	 blaŋ=taŋ.
 早朝   昼     夜 =DAT  薬    種類  3    取る .PF=AUX
 早朝，昼，晩の 3 種類の薬をもらいました
3.4. 指示詞，不定を表すマーカーによる修飾
指示詞（近称 ndə，中称 tə，遠称 ka）と不定を表すマーカー（=zək）はとも
に名詞の後ろに現れる。形容詞が名詞を修飾している場合は，これらは形容詞の
後ろに現れる。指示詞と不定を表すマーカーは共起しない。
(12) ɕatʰo	 	 tə
	 帽子   それ
 その帽子
(13) koŋɟə	 hmaro	 	 ka
	 服   赤い   あれ
 あの赤い服
(14) ça		 tsʰonbo=zək











IPF/PF=no (ABS), =nu (GEN)









前置される場合には，=no の属格形である =nu という形で現れることもある。
属格を用いるほうがより規範的とされるが，自然発話では絶対格で現れることの
ほうが多いようである。
(15) 名詞修飾の =no 節と主名詞の位置
 a. [V=no/=nu] 主名詞
 b. 主名詞 [V=no]
(16) お茶を飲む人
 a. [tɕa	 	 ntʰoŋ=nu/=no]		 	 	 	 	 	 mȵə
	 	 茶   飲む =NMLZ.GEN/=NMLZ.ABS  人
 b. mȵə		 [tɕa	 ntʰoŋ=no]
	 	 人   茶  飲む =NMLZ
その他の 3 種類の名詞化節は主名詞に前置される語順のみで，後置されない。
(17) [cʰəkʰa=a	 	 nɟo-hcakku		 	 	 	 	 pʰeo]
	 キュカ =DAT  行く .IPF-NMLZ.GEN   チケット .Ch.
 ȵi=e	 	 	 	 	 	 ʑak	    jol=a?
 買う .PF=CONJ   置く .PF   いる / ある =SFP
 キュカに行く切符は買っておきましたか？
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(18) [hlokhkət		 ptsoŋ-sʰu		 	 	 	 tsʰoŋkʰaŋ]	 ə-jo?
	 コード   売る -NMLZ.GEN  店     Q- いる / ある
 コードを売っているお店はありますか？
(19) kʰərgɛɛ	 	 htɛr-ɟu		 	 	 	 	 	 	 	 gormo
	 3SG.DAT  与える .IPF-NMLZ.GEN   お金
 彼にあげるお金
3.5.1. 名詞化助詞 =no
表 1 に提示した名詞化助詞のうち，名詞修飾に最もよく使われる =no の機能
を説明する。その他の名詞化助詞と同様，=no も単独で名詞節をつくる。=no
は動詞の未完了形，完了形に後続して「～する / したこと，～する / した者，～
する / した物」という意味の名詞節をつくる。例 (20)–(22) のように，主名詞が
なくても文中で名詞項として出現可能である。
(20) [go=no]		 	 	 	 	 	 ə-jo?
	 必要である =NMLZ    Q- いる / ある
 要る人はいますか？
(21) [ŋe	 	 	 	 xɛtɕʰa	 ɕən=no]		 	 	 	 	 kʰərgɛ	 rɛ.
	 1SG.ERG  本   与える .PF=NMLZ   3SG  COP
 私が本をあげる / あげた人は彼だ
(22) amdo=o		 	 	 joŋ=no	 	 	 	 tʰok+tʰoŋwo	 	 jən=na?

















的語 > 間接目的語 > 斜格目的語 > 所有格句 > 比較の対象」における，「比較の対象」
以外では，名詞節による修飾が可能である。
【主語】
(25) kʰərgɛɛ	 	 	 xɛtɕʰa	 	 	 htɛr=nu	 	 	 	 	 	 	 	 mȵə
	 3SG.DAT   本     与える .IPF=NMLZ.GEN   人
 彼に本をあげる / あげた人
【直接目的語】
(26) kʰərge	 	 	 htɕar=nu	 	 	 	 mȵə
	 3SG.ERG  叩く =NMLZ.GEN  人
 彼が叩く / 叩いた人
【間接目的語】
(27) ŋe	 	 	 	 xɛtɕʰa	 ɕən=nu	 	 	 	 	 	 	 mȵə
	 1SG.ERG  本   与える .PF=NMLZ.GEN  人
 私が本をあげる / あげた人
【斜格目的語】
(28) ɕatʰo	 	 ptsoŋ-sʰu		 	 	 	 tsʰoŋkʰaŋ
	 帽子   売る -NMLZ.GEN  店
 帽子を売るお店
【所有格句】
(29) hoŋwo		 tɕʰe=nu	 	 	 	 	 	 mȵə






(30) [akʰə	 	 	 ɬasʰa=a	 	 	 nɟo-ɟu	 	 	 	 	 	 	 	 rɟəmtsʰan]
	 おじさん  ラサ =DAT   行く .IPF-NMLZ.GEN   理由
 ŋe	 	 	 	 ko=wa.
	 1SG.ERG  聞く =AUX
 おじさんがラサに行く理由を私は聞いた
(31) hlappa		 tɕɛ-ʂa	 	 	 	 nɟo=nu	 	 	 	 	 	 	 xɛtɕʰa
	 脳    もっと - よい  行く .IPF=NMLZ.GEN   本
 頭がよくなる本
(32) [ça	 	 ʂɛk=nu	 	 	 	 	 	 ʈima]	 	 ɕəm=gə.
	 肉   焼く =NMLZ.GEN   におい  おいしい =AUX
 肉を焼くにおいがおいしそう
(33) tsʰo	 	 mə-nbət=nu	 	 	 	 	 	 	 sama




(34) [m ̥anba	 	 ʑan=zək=ka]		 ɸtan=ne,	    m̥an		 	 blaŋ=ne.





(35) ŋe	 	 	 	 kʰahtsaŋ	 	 hkor=nu		 	 	 	 	 	 kʰərgə
	 1SG.ERG  昨日    運転する =NMLZ.GEN  3SG.GEN
 	tʰojotʰa=kə	 	 hlaŋnkʰor
	 トヨタ =GEN   車
 私が昨日運転した彼のトヨタの車
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(36) tɕoktse		 tʰok=na	 	 jo=nu		 	 	 	 	 	 kʰərgə
	 机    上 =LOC  ある =NMLZ.GEN   3SG.GEN
 ɲanŋak=kə	 	 xɛtɕʰa




(37) kʰərgə	 	 	 ɲanŋak=kə	 	 xɛtɕʰa
	 3SG.GEN  詩 =GEN    本
 tɕoktse		 tʰok=na	 	 jo=no
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ている。徐君（2001）によると，章谷 [Rong-brag] 鎮，中路 [sPro-snang] 郷，水
子 [Rwa-tso] 郷，岳扎郷，梭坡 [Sog-pho] 郷，格宗 [dGu-rdzong] 郷などで話され





本稿で扱う言語資料 7 は梭坡郷で話される Sogpho 方言で，漢語の質問文を口頭
で翻訳した形式と自然発話に現れる形式の 2 種類である。音表記は付録 2 の音体
系に記述されるものによる。
 1 カムチベット語の方言分類の全体像は，Suzuki（2009: 17）が川西民族走廊（四川省および雲南省）の範囲内の
見解を提示している。その後数々の修正を加えたが，丹巴県の方言についての見解は今なお有効である。
 2 チベットの地名など固有名詞で語源が分かっているものには，[　] 内にチベット文語形式（蔵文）を添える。
 3 正式名称は Rong-mi Brag-’go である。
 4 この名称は，明清時代に行われた土司制度の行政区分で 24 か村で通用していたということに基づいて名づけら
れたという。
 5 次頁の 2 枚の地図を参照。
 6 二十四村方言のうち，筆者は章谷鎮，中路郷，梭坡郷，格宗郷の各方言を調査した。各方言の対照研究に鈴木（2007）
と Suzuki（2008）がある。
 7 筆者の調査協力者は肖松英さん（女性）で，梭坡郷莫洛 [’Bo-lo] 村の出身である。
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* 2 枚の地図は Geocoding（http://ktgis.net/gcode/index.php）を用いて作成した。
図 1　中国西南部における梭坡郷の位置
図 2　丹巴県中心部における Rongbrag 方言群の分布








1. 名詞   5. 数詞 / 数量表現
2. 代名詞   6. 形容詞
3. 指示詞   7. 名詞化接辞








2. 2 音節語（2 音節語幹または複合語）
  ¯tsha	ɕʅ「温泉」，¯luʔ	phõ「体」，¯ɳtɕhɯ	hpɯ「あごひげ」，ˆdʑɯ	mə「腸」，ˆpo	
ma「チベット人」，ˆrə	mõ「うさぎ」
3. 2 音節語（1 音節語幹＋接尾辞）
 ´ȵi	mo「太陽」，¯hkeʔ	po「腰」，¯phaʔ	mo「母ぶた」












た，1，2 人称能格の場合は格標識 /gə/ は用いず，1 音節形式となる。整理すると
以下のようになる（鈴木 2010）。
格 格標識 1 人称 2 人称 3 人称
絶対格 無標 ´ŋə	/	´ŋo ¯ʈhɑʔ	/	¯tɕhɑʔ ´ti:
属格 ce ´ŋ	ce ´tɕhiʔ	ce	/	`tɕhiʔ	ce ´tə	ce
能格 gə ´ŋeʔ ¯tɕheʔ ´tə	gə



















2. 2 音節語（2 音節語幹または重複）
 ˆta	hceʔ「中間の」，´kɔ	hkɔ「丸い」，¯hshɔʔ	hshɔʔ「平たい」，¯kha	tshi「からい」
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 8 形容詞用の名詞化接辞 /re:	mə/ の第 1 要素は蔵文 red と関連するかもしれないが，Sogpho 方言では red は判断動
詞として用いられない。鈴木（2013）参照。
 9 それゆえ，格標識を伴う句を「格句」と呼ぶなどの観点もある。
















(1) a ¯phaʔ-φ             b ¯phaʔ ¯nə-φ
  ぶた -abs              ぶた  これ -abs
  ぶた               このぶた
 c ´ti:  ¯phaʔ-φ	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 d	 ¯phaʔ ¯Φtɕɯ-φ
  あれ  ぶた -abs           ぶた  10-abs
  あのぶた             10 匹のぶた
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 e ¯phaʔ ¯hka:	pu ´də	ʑi-φ
  ぶた  白い   1 (qtf)-abs








(2) ´tɕõ-ʑɯ-φ	 	 	 ˆjoʔ	lɔʔ
 着る -nml-abs   exv
 着るものがあります。
(3) ´se-φ-də		 	 ´so-ʑɯ-φ  	 ˆjĩ	n̥ɔ̃
 ごはん -abs-top 食べる -nml-abs  cpv
 ごはんとは食べるものです。
(4) ¯hka	hpu-¯re:	mə-φ-¯də	 	 ´mjɛ	̃xwa		 `n̥ɔ̃
 白い -nml-abs-top     綿花    cpv
 白いのは綿花です。
名詞化接辞は行為者 (A) を含む動詞句を名詞化することができない（2.1 参照）。
そのため，行為者 (A) が能格で現れている場合は，行為者は名詞化対象の動詞句
に含まれていないと解釈する。
(5) ´ptsə	lə-γə	 ´tsə	wə-φ	 ´ɦʑĩ-ʑɯ-φ	 	 	 	 ´jĩ	n̥ɔ̃
 猫 -erg   ねずみ -abs 捕まえる -nml-abs  cpv
 a. 猫とはねずみを捕まえるもの［動物］です。
 b. ねずみを捕まえるのは猫が［やること］です。







(6) ´tõ-ce	 	 	 ´luʔ	phõ	 ¯hka	pu-de	 ´nã	bu-φ-γə	 	 _ȵõ





(7) ¯tɕhɑʔ	 `htɕi		 ´lu-φ	 	 ´jĩ







(8) ´ŋeʔ		 ´tə-ce	 ´ji	γi-φ	 ´ʈə-ŋwo-φ	 	 	 ´ŋo	ȿhi:
 1.erg  3-gen  字 -abs  書く -nml-abs   識別できる
 私は彼の書いた字を識別できます。
この例では，動詞 /´ŋo	ȿhi:/「識別できる」の行為者 (A) が /´ŋeʔ/「私」，被動者 (P)










 1.gen  ヤク
 私のヤク
(10) ¯hʈa	ʂhi-ce  ´thõ	ɕwo
 psn-gen   クラスメート
 タシのクラスメート
(11) ´ʈu-ce   ´sha	ŋã





1 …………………………… 1 人称 exv …………………………存在動詞
2 …………………………… 2 人称 gen ………………………………属格
3 …………………………… 3 人称 nml ………………………名詞化標識
abs …………………………絶対格 psn ………………………………人名
cpv ………………………判断動詞 qtf ………………………………量詞
erg ……………………………能格 top …………………………主題標識
また，複数の略号が 1 つの語形に重なるとき，. で区切って示す（たとえば 1.erg
など）。





 ¯：高平  ́：上昇  ˆ：上昇下降
 _：低平  ̀：下降
母音







両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
閉鎖音 無声有気 ph th ʈh ch kh
無気 p t ʈ c k ʔ
有声 b d ɖ ɟ g
破擦音 無声有気 tsh tɕh
無気 ts tɕ
有声 dz dʑ
摩擦音 無声有気 sh ʂh ɕh xh
無気 φ s ʂ ɕ x h
有声 z ʐ ʑ γ ɦ
鼻音 有声 m n ȵ ŋ
無声 m̥ n̥ ɳ Ŋ
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第 0 節でダパ語の概要および基本構造を概説する。第 1 節では，名詞句の構造を
述べる。第 2 節では，名詞修飾構造について，形容詞句による修飾，節による修






































rʌ が置かれることがある。この rʌ は，あとの名詞を修飾するのではなく，名詞
句がそこで終わることを示す。すなわち，名詞句の内部構造は (1) のようになる。
(1) 指示詞　主要部名詞 （形容詞） 数詞　類別詞　助詞 rʌ　[ ＋格表示 ]
具体的な例を (2)，(3) に挙げる。(2) では，主要部名詞 ʈonɖo3「コップ」の前
に指示詞が，後ろに数詞，類別詞，助詞 =rʌ がそれぞれ現れる。この名詞句（ŋoro1	
ʈonɖo3	sei=tɕʉ=rʌ1「あの三つのコップ」）がコピュラ文の主語になっているこ






(2) ŋoro1	 ʈonɖo3		 sei=tɕʉ=rʌ1	 	 	 ȵjɛ=rʌ3	 	 wa3.
	 あれ  コップ  三 =NCL=GEN   1PL=GEN  COP1
 あの三つのコップは，私たちのだ（指示詞　名詞　形容詞　助詞 rʌ）
(3) ŋoro1	 khɛmbo3		 tɕitɕi=ji1






可能である。(4) では，主要部名詞 nɖo3 の後に，副詞を含む形容詞句 maʈhɨnba3	
hgʉhgʉ3「非常に良い」が置かれ，その後に類別詞が付加されている。
(4) ŋorɛ=la1	nɖo3	 maʈhɨmba3	 ɦgʉɦgʉ=tɕʉ3		 to-po-a1	 	 	 	 rɛ3.






(5) ŋanɛ3	 no=wu3	ɦgʉɦgʉ3	 mɵ=ndu2.
	 1DU  2SG=ACC よい .RDP 作る = できる
 私たちはあなたにいいことをしてあげられますよ。
このことを踏まえて，再度，名詞を修飾する形容詞句の構造を考えると，次の













(7) a. [[ 節 ] 名詞化標識 ]　主要部名詞
 b. [[ 節 ] 名詞化標識 ]
 c. [[ 主要部名詞を含む節 ] 名詞化標識 ]
2.2.1. 名詞修飾節を形成する接尾辞
生産的に AC を形成する名詞化標識として，いくつかの接尾辞がある。人およ
び行為者を表す AC を作る -pi（例 (8)，(14)），物および対象を表す AC を作る
-mʌ（例 (9)，(10)，(13)），場所を表す AC を作る -hti（例 (11)，(12)）などである。
これらの接尾辞によって形成される AC と主要部名詞の文法関係を，Keenan 
and	Comrie（1977）の accessibility	hierarchy に照らして整理すると，次のように
なる。「関係節化」できるのは，主語 (8)，直接目的語 (9)，間接目的語 (10)，斜
格目的語（着点 (11)，場所 (12)，道具 (13)，随伴者 (14)）である。所有者および
比較の対象を主部とする名詞修飾節は作れない。
(8) ŋoro1	 pɵji3	 	 	 htsʌ-pi3	 	 	 ɦgeɦge3	 	 ŋoro1	 rɛ3.
	 あれ  チベット文 教える -NMLZ 教師    3SG  COP4
 チベット語を教えているあの先生は，彼だ。
(9) tsheri	 a-mɵ-mʌ=rʌ3	 	 	 	 lei3	 	 ʈaɕi3	 kɨ-ttsɨ=hce-a1.
	 PSN  DWN- 作る -NMLZ=GEN  包子  PN  INW- 食べる =PST-B.PFV
 ツェリが作った包子は，タシが食べた。
(10) ŋa1	 lei3	 tʌ-htsɨ-mʌ=rʌ1	 	 	 	 	 	 pʌɦɟʌ3		 ŋoro1	 rɛ3.
	 1SG 包子 NTL- 食べさせる -NMLZ=GEN  子供   3SG  COP4
 私が包子をやった子供は，彼だ。
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(11) ȵjɛ	 ʌ-ji-hti2	 	 	 	 satsa3	 seitha3		 rɛ3.
	 1PL UP- 行く -NMLZ  場所  PN   COP4
 私たちが行った場所は，セータだ。
(12) ŋa1	 hteimɵ3	 mɵ-hti3	 	 satsa3	 	 jala3piŋguã=kʌ1	 rɛ3.
	 1SG 結婚   作る -NMLZ 場所   ヤラ・ホテル =IN  COP4
 私たちが結婚式をした場所は，ヤラ・ホテルだ。
(13) ŋoro1	 vɛ3	 	 	 	 kɨ-ttsɨ-mʌ=rʌ1	 	 	 	 nkhazi3	 koro1	 rɛ3.
	 3SG  ツァンパ粉 INW- 食べる -NMLZ=GEN 匙    これ  COP4
 彼がツァンパ粉を食べ（るのに使っ）た匙は，これだ。
(14) ȵjɛ1		 ɦdo1	 seitha3		 ʌ-ji-pi=rʌ2		 	 	 	 co3	 	 ŋoro1	 rɛ3.







ができる。(16) は，(11) から主要部名詞 satsa3「場所」を削除した例である。こ
のような主要部なしの AC では，名詞化標識（(15) では -pi，(16) では -hti）が形
式上の主要部となっている。
(15) lei3	 kɨ-ttsɨ-pi2	 	 	 	 ŋoro1	 rɛ3.
	 包子 INW- 食べる -NMLZ 3SG  COP4
 包子を食べた人は，彼だ。
(16) ȵjɛ1	ʌ-ji-hti2	 	 	 	 seitha3		 rɛ3.
	 1PL UP- 行く -NMLZ  PLN   COP4
 私たちが行った所は，セータだ。
次の例では，名詞語幹 ɲʌ「日」が小辞化されて，AC の名詞化標識の位置に現
れていると考えられる。前節の (8) ～ (14) の例では，いったん接尾辞によって名
詞化された AC の後に主要部名詞が現れるが，(17) では接尾辞がなく，節が直接
=ȵʌ と結びついている。ただし，この類例は少なく，今後の検討が必要である。
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(17) ŋoronɛ1	 hteimɵ3	 mɵ=ȵʌ1	a-ɦdʉɦdʉ3	 hce-a4	rɛ3.











(18) ŋoro1	 lei3	 kɨ-ttsɨ-mʌ=rʌ1	 	 	 	 ŋa1	 tʌ-htsɨ1	 	 	 	 ɦɟi3.
	 3SG  包子 INW- 食べる -NMLZ=GEN 1SG NTL- 食べさせる PST.1
 彼が食べた包子は，私が与えたのだ。
(19) ŋa1	 ʈonɖo3		 a-ʈhei-mʌ=rʌ1	 	 	 	 ŋoro=rʌ1	 rɛ3.







(20) no=rʌ3	 	 ȵʌȵʌpha3	 	 ɦdʌzɨ=mɛ3.
	 2SG=GEN  姉妹     美しい =Q
 あなたの妹は美人ですか。
(21) no=rʌ3	 	 khɛmbo3		 lʌ=mɛ2.
	 2SG=GEN  かばん   重い =Q
 あなたのカバンは重いですか。
名詞に属格助詞 =rʌ が付加された句は，主要部名詞がなくても，所有物を表
すことができる。例えば，(2) の ȵjɛ=rʌ3「私たちの（コップ）」や，(22) の「私
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の（姉妹）」である。
(22) koro3	 nɛvʌ=ne1	 ŋa=rʌ3	 	 rɛ3.
	 この  姉妹 =TOP  1SG=GEN  COP4
 この人は私の姉だ。（lit. この姉妹は私のだ。）
一方，修飾要素の名詞が主要部名詞の素材，関連特性など属性を表す場合，属
格助詞 =rʌ が用いられず，単に両方の名詞が並置される。(23) では，修飾要素
ɲʌ1「金」と主要部名詞 ŋkhazi3「スプーン」が並置され，素材を表す限定修飾
構造となっている。(24) の ɦdɛɕi3「チベット風のパン」と paʈʌ「皮」も同様である。
さらに，(24) の最初の部分では，修飾要素 tʌ3「水」と主要部名詞 kolo3「ティー
ポット」が並置され，ティーポットについて，水が入っているという状態を限定
している。
(23) htɕala=la3	ɲʌ1		 ŋkhazi-tɕʉ3		 po=ʈ-ɛ3.
	 PN=DAT  金   スプーン -NCL ある =IMPF-B.NPFT
 チャラ家には，金のスプーンが 1 つある。
(24) tʌ3	 kolo-pe=ntsha3		 ɦdɛɕi3		 	 	 paʈʌ=nɛ=jantɕhi1		 ma-tɕa=rɛ3.
	 水  茶壺 -NCL=COM  チベット式パン 皮 = 二 = しか     NEG- ある =SFP




(25) tʉrɛ=la3		 	 swɛpi1		 johpu-ji1		 to-po-a=rɛ1.




(26) 所有：     名詞　属格助詞 =rʌ　主要部名詞









   主要部名詞　[[ 形容詞句 ] 重複 ]
節による修飾：
   a. [[ 節 ] 名詞化標識 ]　主要部名詞
   b. [[ 節 ] 名詞化標識 ]
   c. [[ 主要部名詞を含む節 ] 名詞化標識 ]
名詞による修飾：
   所有：  名詞　属格助詞 =rʌ 主要部名詞
   限定／同格： 名詞　主要部名詞
略号
1 first	person in inside pn proper	name
2 second	person inw inward	directional pst past
3 third	person ncl noun	classifier q interrogative
acc accusative-dative neg negative rdp reduplication
b pattern	B nmlz nominalizer rt remote	time
cop copula npft nonperfect sfp sentence-final	particle
dat dative-locative ntl neutral	directional sg singular
dl dual out outward	directional top topic
dwn downward	directional pfv perfective up upward	directional
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実際には不明。話し手の族称はチベット族（藏族；[pu³³pa⁵⁵] < Tib. bod pa）だが，
他地域のチベット人と区別して自らを [mɯ³³ȵa⁵⁵	vɯ³³] cf. Tib. Mi nyag baと呼ぶ。









凡（1985: 1991: 2007: 2009［修訂版］）および池田巧（2010/2013），語彙データは












ひとりの人 mɯ³³ni⁵⁵		 tɐ³³	 =zɯ⁵⁵
 人     1  =CLF
数人（ひとりふたり） mɯ³³ni⁵⁵		 tɐ³³	 nɯ⁵⁵	 =zɯ³³
 人     1  2   =CLF
たくさんの人 mɯ³³ni⁵⁵		 ga³³ji⁵⁵
 人     多い［形］
一群の人 mɯ³³ni⁵⁵		 tɐ³³	 =dɐ⁵⁵
 人     1  =CLF：群
ひとつの山 mbo⁵⁵	 tɐ³³	 =lø⁵⁵	 /	tɐ³³	 =za⁵⁵
 山   1  =CLF / 1  =CLF
連山（一、二峰） mbo⁵⁵	 tɐ³³	 nɯ⁵⁵	 =za⁵⁵
	 山   1  2   =CLF
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山々 mbo⁵⁵	 	 ga³³ji⁵⁵
	 山    多い［形］
一杯の水 tɕɯ⁵⁵	 tɐ³³	 =pʰo³³lʌ⁵⁵
	 水   1  =CLF：碗
一滴の水 tɕɯ⁵⁵	 ʔɐ⁵⁵mi⁵⁵	 tɐ³³	 =ndu⁵⁵
	 水   わずか  1  =CLF：滴
少量の水 tɕɯ⁵⁵	 ni³³ni⁵⁵	 tɐ³³	 =xɐ⁵⁵
	 水   少ない  1  =CLF
多量の水 tɕɯ⁵⁵	 ga³³ji⁵⁵	 tɐ³³	 =sɯ⁵⁵
	 水   多い   1  =CLF
/=pʰo³³lʌ⁵⁵/ は‘碗’という名詞が量詞に転用されたもの。英語の a cup of 
water あるいは中国語の‘一碗水’にあたる表現。‘一滴の水’のフレーズに見え












 これ      あれ
［人称代名詞］（単数） ʔɐ⁵⁵tsɯ³³（近称） wɔ⁵⁵tsɯ³³（遠称）

















主格に立つ基本形の単数 / 複数では，第三人称代名詞の「この / あの ひとたち」
と指示代名詞の「これ / あれ ら」に形態上の区別はない。
この / あの ひとたち ʔɐ⁵⁵=nɯ⁵⁵（近称）  wɔ⁵⁵=nɯ⁵⁵（遠称）
これ / あれ ら ʔɐ⁵⁵=nɯ³³（近称）  wɔ⁵⁵=nɯ³³（遠称）
しかし双数では異なる語形が使われ両者は区別される。
彼 / 女らふたり ʔɐ³³tsi⁵⁵=nɯ³³（近称）  wɔ³³tsi⁵⁵=nɯ³³（遠称）
これらふたつ	 ʔɐ⁵⁵tsɯ³³	 	 tɐ³³	 =ndʐe⁵⁵（近称）
 これ    1  = 双
あれらふたつ wɔ⁵⁵tsɯ³³	 	 tɐ³³	 =ndʐe⁵⁵（遠称）




	 別   =SFX:pl.
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cf. 他人（単数） ndʑø⁵⁵		 mɯ³³ni⁵⁵





	 人     おのおの
ひとりひとりの人 mɯ³³ni⁵⁵		 tɐ³³	 =zɯ⁵⁵	 tɕʰɯ³³mu⁵⁵
	 人     1  =CLF  それぞれ
ふたり nɯ³³	 =zɯ⁵⁵










1 冊の本 ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 tɐ³³=pu³³ti⁵⁵
	 本     1=CLF：< Tib. po ti‘帙’
2 冊の本 ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 nɯ³³=pu³³ti⁵⁵
	 本     2  =CLF：< Tib. po ti‘帙’
1 冊（個）のノート tʂɐ³̃³mbu⁵⁵	 tɐ³³	 =lø⁵⁵	 /	 tɐ³³	 =za⁵⁵
	 ノート   1  =CLF / 1  =CLF
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2 冊（個）のノート tʂɐ³̃³mbu⁵⁵	 tɐ³³	 =ndʐe⁵⁵









語の数量表現においては */nɯ³³=lø⁵⁵/‘2 個’が /tɐ³³=ndʐe⁵⁵/‘1 対（ふたつ）’
に取って代わったという歴史的変化の傾向が認められるが，概数の場合には 
/nɯ³³=lø⁵⁵/ という［数詞 + 量詞］の組合せも使われる。
数冊のノート tʂɐ³̃³mbu⁵⁵	 tɐ³³	 nɯ⁵⁵=lø³³	 ~	 ŋɐ³³	tɕʰi⁵⁵=lø³³
	 ノート   1  2  =CLF  5  6  =CLF
「数冊のノート」の直訳は‘ノート 1，2 冊’あるいは‘ノート 5，6 冊’で，
概数はふたつの数字を併記して表現する。なお数量を訊ねる疑問文は，訊ねたい
数詞の箇所を疑問詞に置き換え，適切な量詞をつけて訊ねる。
(1) na⁵⁵		 tʂɐ³̃³mbu⁵⁵	 ɦa³³tsi⁵⁵	[~	χɐ³³ti⁵⁵]1	 =lø³³	 ndʑa³⁵	ŋɐ³³	?







すべての本（各冊） ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 me³³me⁵⁵		 =tsɯ³³
	 本     おのおの  = NMLZ
すべての本（まとめて） ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 tɕʰɯ³³tɕɯ⁵⁵	=tsɯ³³
	 本     すべて   = NMLZ
 1 疑問詞‘何’は，湯古（Thangmgo）方言では [ɦa³³tsi⁵⁵]　生古（gSer’go）方言では [χɐ³³ti⁵⁵] と発音する．
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ほとんどの本 ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 gɐ³³dʑə⁵⁵		 =tsɯ³³
	 本     ほとんど  = NMLZ
少しの本 ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 ni³³ni⁵⁵	 =tsɯ³³
	 本     少ない  = NMLZ
たくさんの本 ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 ga³³ji⁵⁵	 =tsɯ³³
	 本     多い   = NMLZ
(2) mɯ³³ni⁵⁵	ka³³ka⁵⁵	 tɐ³³	 =zɯ⁵⁵=ji³³	 	 ŋɯ⁵⁵=le³³	 tɯ³³-	tɯ⁵⁵	 	 pi³³.
	 人    ある   1  =CLF = AGT  私 = DAT  DIR- 教える  SFX: 未然
 あるひとりの人が教えてくれます。
(3) ʔɐ⁵⁵tsɯ³³		 =ji⁵⁵	 	 	 mo³³mo⁵⁵	 	 so³³	=lø⁵⁵	 ɦa³³-ndzɯ⁵⁵	 rʌ³³.
	 彼 / 女   = AGT   蒸餃子    3  =CLF DIR- 食べる  DEC: 完了











　　　　　　［分析型］         ［融合型］
私の服　　　ŋɯ⁵⁵=ɣa³³	tsʰẽ³³ngɯ⁵⁵	 	 	 	 	 	 nga⁵⁵	tsʰẽ³³ngɯ⁵⁵
私の手　　　ŋɯ⁵⁵=ɣa³³	ri⁵⁵	 	 	 	 	 	 	 	 	 nga⁵⁵	ri⁵⁵
君の服　　　na⁵⁵=ɣa³³	tsʰẽ³³ngɯ⁵⁵	 	 	 	 	 	 na⁵⁵	tsʰẽ³³ngɯ⁵⁵
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君の手　　　na⁵⁵=ɣa³³	ri⁵⁵	 	 	 	 	 	 	 	 na⁵⁵	ri⁵⁵
彼 / 女の服　ʔɐ⁵⁵tsɯ³³=ɣa³³	tsʰẽ³³ngɯ⁵⁵	 	 	 ʔɐ⁵⁵tsa⁵⁵	tsʰẽ³³ngɯ⁵⁵





私の母の服 ŋɯ⁵⁵=ɣa³³	ɐ³³mɐ⁵⁵	 =ɣa³³	tsʰẽ³³ngɯ⁵⁵ ［分析型］
 私 =GEN  母    =GEN 服
 nga⁵⁵	 	 ɐ³³ma⁵³	 	 tsʰẽ³³ngɯ⁵⁵ ［融合型］
 私 [GEN] 母 [GEN]  服
後者の［融合型］では，1 人称代名詞属格‘私の’/nga⁵⁵/ < ŋɯ⁵⁵=ɣa³³ [GEN] の
ほかに，‘母の’/ɐ³³ma⁵³/ < ɐ³³mɐ⁵⁵=ɣa³³ [GEN] にも属格助詞との融合が見られる。
親族呼称は，使用状況が人称代名詞に近いからであろう。代名詞の複数後置辞
/=nɯ³³/にも同様に属格助詞との融合型：/=na³³/ < =nɯ³³ [pl.] =ɣa³³ [GEN]がある。
この金持ちたちの服 ʔɐ⁵⁵tsɯ³³	ŋu⁵⁵	ndʑu³³	mi³³=na³³	 	 	 tsʰẽ³³ngɯ⁵⁵
	 これ   金  ある  人 =SFX [pl.+GEN] 服
この裕福な人たちの服 ʔɐ⁵⁵tsɯ³³	tøø⁵⁵mee⁵⁵	 =na³⁵		 	 	 	 tsʰẽ³³ngɯ⁵⁵
	 これ   裕福    =SFX [pl.+GEN]  服
裕福な人 mɯ³³ni⁵⁵	tøø⁵⁵mee⁵⁵	 =tsɯ³³  （単数）
 人    裕福    =NMLZ
裕福な人 mɯ³³ni⁵⁵	tøø⁵⁵mee⁵⁵	 =nɯ³³  （多数）
 人    裕福    =SFX [pl.]















cf. 彼 / 女の本	 ʔɐ⁵⁵tsɯ³³=ɣa³³	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 ［分析型］
	 ʔɐ⁵⁵tsa⁵⁵      	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 ［融合型］
あの本	 wɔ⁵⁵tsɯ³³	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³
cf. 彼 / 女の本	 wɔ⁵⁵tsɯ³³=ɣa³³	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 ［分析型］
	 wɔ⁵⁵tsa⁵⁵      	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 ［融合型］
どの本	 χɐ⁵⁵tsɯ³³	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³
cf. 誰の本	 ɦa⁵⁵nɯ³³=ɣa³³	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 ［分析型］
	 ɦa⁵⁵na³³      	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 ［融合型］
これらの本	 ʔɐ⁵⁵nɯ³³	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³






















 /tɕʰi³³dʑa⁵³/ < Tib. phyi rgyal‘外国’
	 jɑ³̃³rɯ⁵⁵	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³




中国語の本 ʁʌ⁵⁵	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 	 /ʁʌ⁵⁵/‘漢’
チベット語の本 pu⁵⁵	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 	 /pu⁵⁵/ < Tib. Bod‘チベット’
仏典；経典 tɕʰø⁵⁵	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 /tɕʰø⁵⁵/ < Tib. chos‘法’
「こどもの本」の場合には臨時の結びつきであり，熟語化していないので，属
格助詞 /=ɣa³³/ が必要である。
こどもの本	 za³³=na³⁵	 	 ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³






動詞的修飾表現であるが，［名詞］=ɣa³³ →［名詞句：動詞 =NMLZ］=ɣa³³ →［名
詞］のように名詞的修飾表現を重ねた形となり，「ボクのこどもの本」と同じ構造：
［名詞］=ɣa³³ →［名詞］=ɣa³³ →［名詞］である。
こどもの読む本 za³³=na⁵⁵	 	 	 	 	 	 kʰi³³-zi⁵⁵=rɐ³³=ɣa³³	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³
	 こども =SFX [pl.+GEN]  DIR- 学ぶ =NMLZ =GEN  本
ボクのこどもの本 nga⁵⁵	 	 	 	 	 	 	 	 za³³=ɣa³³	 ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³
























も考えられなくはないが，もしそうなら名詞句の終端を示す NMLZ の /=tsɯ³³/
が置かれる必要がある（次節参照）が，ここでは不要である。
私の医者の友人	 ŋɯ⁵⁵=ɣa³³	ɕɐ³³pu⁵⁵	mẽ³³mbɐ⁵⁵	  ［分析型］
（私の友人である医者） 私 =GEN  友人 ← 医者
 nga⁵⁵	 	 	 ɕɐ³³pu⁵⁵	mẽ³³mbɐ⁵⁵	 	［融合型］



















に NMLZ を置くことで名詞句となる。［名詞］←［形容詞］=NMLZ がその基本
構造である。具体的な数量を示す場合には NMLZ のかわりに［数詞＋量詞］を
置く。ムニャ語の NMLZ には，汎用の /=tsɯ³³/ のほかに特定用法のものが数種
類ある。
厚い本 ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 ri³³ri⁵⁵	=tsɯ³³
	 本     厚い  =NMLZ
大きい本 ɣɯ˜ ⁵⁵ndɯ³³		 ki³³kɐ⁵⁵	 =tsɯ³³
	 本      大きい  =NMLZ
古い本 ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 ȵi³³mbɐ⁵⁵	 =tsɯ³³
	 本     古い    =NMLZ
 /ȵi³³mbɐ⁵⁵/ < Tib. rnying pa‘古い’
cf. 3 冊の古い本 ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 ȵi³³mbɐ⁵⁵	 so³³	=pu³³ti⁵⁵
	 本     古い    3  =CLF：< Tib. po ti‘帙’
旧友 ɕɐ³³pu⁵⁵	 ȵi³³mbɐ⁵⁵=tsɯ³³
	 友人   古い   =NMLZ
親友 ɕɐ³³pu⁵⁵	 ŋɐ³³ŋɐ⁵⁵	 =tsɯ³³
	 友人   よい   =NMLZ
悪友 ɕɐ³³pu⁵⁵	 qʰʌ³³qʰʌ⁵⁵	 =tsɯ³³







値段が高い本 ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	←	kõ⁵⁵		 ki³³kɐ⁵⁵	 =tsɯ³³
（本で値段が高いもの） 本      価格  大きい  =NMLZ
 /kõ⁵⁵/ < Tib. gong‘価格’
背の高い友人 ɕɐ³³pu⁵⁵	←	qʰo³³pɐ⁵⁵	ki³³kɐ⁵⁵	 =tsɯ³³
（友人で背が高いの） 友人    身体   大きい  =NMLZ
形容詞句を名詞化して属格助詞 /=ɣa³³/ により「名詞的修飾表現」と同様に主
名詞の前から修飾する構造もある。
背の高い友人 [qʰo³³pɐ⁵⁵	 ki³³kɐ⁵⁵	 =tsɯ³³]	 =ɣa³³	→	ɕɐ³³pu⁵⁵











わかりやすい本 ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 kʰø³³-kø⁵⁵=rɐ³³		 le⁵⁵	lɐ³³lɐ⁵⁵	=tsɯ³³
	 本     DIR- 理解 =NMLZ 容易    =NMLZ
わかりにくい本 ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 kʰø³³-kø⁵⁵=rɐ³³		 ʁɐ³³ʁɐ⁵⁵	 =tsɯ³³
	 本     DIR- 理解  =NMLZ 困難   =NMLZ







ボロボロの本 ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³	 nɐ³³-pɐ⁵⁵	=sɯ³³		 =tsɯ³³





置され，動詞句の終端に NMLZ を置いて名詞句化したあとに属格助詞 /=ɣa³³/ を
附して，中心語となる主名詞を修飾する。つまり第 6 節で見た［名詞（句）］
/=ɣa³³/ →［名詞］の構造に準じる。
昨日買った本 jii³³sii⁵⁵	 qʰɐ³³-	tɐ⁵⁵	 =sɯ³³		 =ɣa³³	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³
	 昨日   DIR- 買う  =SFX:	pft	 =GEN 本
「私のお父さんが私に買ってくれた本」のように，主述構造を伴った動詞句が
修飾する場合には，完了を示す SFX が NMLZ の機能を担い，そのあとに属格助
詞 /=ɣa³³/ がついて主名詞を修飾する。
私のお父さんが私に買ってくれた本
	 	 	 nga⁵⁵	 	 vɐ³³=ji⁵⁵		 ŋɯ⁵⁵=le³³	 tʰɐ³³-	kʰe⁵⁵	 =sɯ³³		 =ɣa³³	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³
   私 [GEN] 父 =AGT  私 =DAT  DIR- 与え  =SFX:pft	 =GEN 本
まだ読んでいない本
［Thang mgo 方言］ tɕɯ³³pa⁵⁵	no³³-	dza⁵⁵	 mɐ⁵⁵	=sɯ³³	=ɣa³³	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³
	 まだ   DIR- 読む  NEG =SFX =GEN 本
［gSer ’go 方言］ tɕɯ³³nɯ⁵⁵	 no³³-	da⁵⁵mɐ⁵⁵	=sɯ³³	=ɣa³³	ɣɯ˜⁵⁵ndɯ³³
	 まだ    DIR- 読む NEG =SFX =GEN 本
シナ＝チベット系諸言語の文法現象 1：名詞句の構造52
このほか動詞句の NMLZ には「～する人」を意味する形態素の /=mi³³/ がある。
裕福な友人 (a) [dʑɯ⁵⁵/	ŋu⁵⁵]	 ndʑu³³=mi³³=ɣa³³	 	 ɕɐ³³pu⁵⁵
	 	 	 金      ある =NMLZ: 人 =GEN  友人
 (b) ɕɐ³³pu⁵⁵	 [dʑɯ⁵⁵/	ŋu⁵⁵]	 ndʑu³³=mi³³
	 	 	 友人   金      ある =NMLZ: 人
 (c) ɕɐ³³pu⁵⁵	 tøø⁵⁵mee⁵⁵	 =tsɯ³³
	 	 	 友人   裕福な   =NMLZ
(a) は動詞的修飾表現（＝動詞句を名詞化した名詞的修飾表現），(b) は動詞句
の NMLZ による名詞化，(c) は形容詞的修飾表現で，いずれも友人そのひと自身
が金持ちである，という意味の表現である。
(c) の主名詞を形容詞が後ろから修飾して名詞句の終端を NMLZ /=tsɯ³³/ で示
す形容詞的修飾表現を，属格助詞 /=ɣa³³/ を用いて主名詞を前から修飾する名詞
的修飾表現にすると，意味が変わってしまう（前述した第 5 節を参照）。
cf. 裕福な人の友人 tøø⁵⁵mee⁵⁵	 =tsɯ³³=ɣa³³		 ɕɐ³³pu⁵⁵
	 裕福な   =NMLZ=GEN  友人
このフレーズは「（ある裕福な人がいて，その）裕福な人の友人」の意である。




	 昨日  DIR- 会う  =SFX (=NMLZ) =GEN 友人
一緒に住んでいる友人 da³³la⁵⁵nɐ³³-	ndzu⁵⁵=sɯ³³(=tsɯ³³)	=ɣa³³	ɕɐ³³pu⁵⁵
	 一緒に DIR- 住む  =SFX (=NMLZ) =GEN 友人
 da³³la⁵⁵	 mbi⁵⁵	 =sɯ³³(=tsɯ³³)		 =ɣa³³	ɕɐ³³pu⁵⁵





 ずいぶん  久しい     DIR- NEG- 会う   =SFX:pft	(=NMLZ) =GEN 友人     (1 =CLF)
［形容詞性修飾表現］
 ɕɐ³³pu⁵⁵		 ka⁵⁵baa⁵³		 tɕɯ³³tɕɯ⁵⁵	 kʰɯ³³-mɐ⁵̃⁵	-ndi⁵⁵		 =sɯ³³(=tsɯ³³)		 	 (tɐ³³	=lø⁵⁵)
 友人  ←  ずいぶん   久しい      DIR- NEG-   会う   =SFX:pft	(=NMLZ)  (1 =CLF)
8．結語
ムニャ語の名詞句における修飾構造は属格助詞 /=ɣa³³/ を伴って主名詞に前置
する名詞的修飾表現と，名詞句の終端を示す NMLZ /=tsɯ³³/ を伴って主名詞に
後置する形容詞的修飾表現の 2 種類に大別できる。動詞的修飾表現は動詞句の終









tsẽ³³ŋgɯ⁵⁵	ni³³ni⁵⁵	 tɯ³³-ŋgɯ⁵⁵=mi³³		 	 	 pə³³tsʰi⁵⁵	「tɐ³³	nɯ⁵⁵=zɯ³³	[	tɐ³³=pu⁵⁵]
服   ←    赤い    DIR- 着る  =NMLZ: 人 小さい     1    2   =CLF  [  1  =CLF:	some]
ʔʌ³³kʰʌ⁵⁵	 mɯ³³.
ここ   いる
赤い服を着た何人かの小さいこどもがそこにいる。
(5)
ʔɐ⁵⁵tsɯ³³tsẽ³³ŋgɯ⁵⁵	 ni³³ni⁵⁵tɯ³³-ŋgɯ⁵⁵	=mi³³		 	 =tsɯ³³	 ŋɯ⁵⁵=ɣa³³	ra⁵⁵	 ni³³.










AGT Agentive AUX Auxiliary CLF Classifier
DAT Dative DEC Declarative DIR Directional	prefix
GEN Genitive IRG Interrogative NEG Negative
NMLZ Nominalizer PCL Particle PHB Prohibitive
pl plural SFX Suffix sg singular
［SWD］ 澤田英夫（2006）からの引用．
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西夏文字は 1 文字がおよそ 1 語ないし 1 形態素であり，声調を持つ 1 音節を表
す。全ての例文で西夏文字を示す。
0.2. 西夏語の音韻
西夏語の 1 音節は，CV(C)/T（T=Tone）の構造を持ち，西夏文字 1 文字で表さ



































































がある。西夏語では，仏教語彙以外で 3 音節以上の語彙 3 は一般的ではなかった
と考えられる。
1 音節語の例
頂 2lyuq 身（金剛 42-3）
碁 1tsyer 法（金剛 64-5）
2 音節語の例
衿呟 2jyan 1chyu 衆生（金剛 05-2）
戸筍 2ldwIr 2ryeqr 経典 4（金剛 00-1）
3 音節以上の語の例
罩苻区 1’a? 1lo 1han 阿羅漢（金剛 24-4）





洒曝 2bi:	2be: 低い＋高い＝高低，高さ（金剛 64-1）
形容詞が名詞に前置される漢語的な語順の語彙で，ほぼ複合名詞として定着し
たものもある。
絛 6 殳 2tha	1ti:q 大いなる＋願う＝大願（金剛 05-4）
 3  『番漢合時掌中珠』には晟撞祢 2ra:r	2kI:	1kyu「吃兜芽（野菜の一。カブ？」（李 1994: 405）など 3 音節語語彙があ
るが非常に少数である。党項族人名では 3 音節 3 文字も一般的だが，ここでは言及しない。
 4 仏典の「～経」はこの二語で訳される。
 5 Gong（2003: 614–615）では，「名詞＋名詞」ばかりでなく「名詞＋形容詞＋名詞」など様々な複合語が紹介され
ている。ただし本節では全ては扱わない。




昴巡 2se:	1dyu 識＋有る＝有情（西田 1989b: 412r）
複数は名詞（句）の後に「～など」を示す子 2nI: などを後置して表す。
忙畋弱子 1ldyIr	2gwi:	2do	2nI: 四句頌等（金剛 34-1）
2.2. 派生接辞による動詞の名詞（化）
a)	行為者名詞「～する者」淙 2myeqr’，b)	事象化名詞「～する（べき）こと」




　 薪薪弗飽 2dze:	2dze:	2ldeu	1me: 教化するべき（こと）はない（金剛 66-1）




(01) 罩 拭 全 苻 犂 擡  犂 棺 闇  弟 瀘 碁  桂 当
 1’a?	 2nu’	1ton	 1lo	 1san	2meu:	 1san	1po	 1tyen	 1ri:r	 2si:	 1tsyer	 1’a?	 2ri:r
	 阿耨多羅三藐三菩提             得る こと 法   QP 得る
  阿耨多羅三藐三菩提を得る（そのことの）法を得るであろうか
 （金剛 50-2, 3）
 7 西田（1989b:	412r）では「行為者名詞」と「道具名詞」と称されて説明される。V ＋弗 2ldeu の形式を筆者は「事
象化名詞」と呼び，この項目に加える。弗 2ldeu と瀘 2si: に関しては近年，聶（2013）でも議論されている。聶
によれば，前者は「動作されるもの」，後者は「動作するもの」のような使い分けが認められるという。
 8  李 3916 でも基本的には文法用語とされているが，『金剛経』科文では本動詞的な用法も確認できる。 
瀘    弗  釜 魚  棺 闇  攻 
2si:	 	 	 2ldeu	 2zi:	 1me:’	 1po	 1tyen	 2ngwu	





人称は 1，2 人称を基本とし，3 人称には後述の遠称代名詞が用いられる。1 人
称代名詞には噴 2nga，2 人称代名詞には玻 2ni: が一般的である。本稿で資料とし
た文献で登場しない形式 9 も含め，Gong（2003: 607）では次のような体系が想定
されている。
人称 単数一般 単数敬称 複数 複数（包括 / 除外）
1 噴 2nga 禽 2mo: 噴子 2nga	2nI: 譚赴 2ga	2mi:（包括）
昧赴 2gI:	2mi:（除外）
2 烱 2na: 玻 2ni: 玻子 2ni:	2nI: ― 
いわゆる再帰代名詞「自ら」として，詮 1’e: が用いられる。
(02) 詮 動 聳  緡
	 1’e:	 1tse:	2pho:	 2Kar







郁喫莖戸 2thI:	1kyiq	2jya:	2ldwIr この『金剛経』（金剛 06-1）
遠称の指示代名詞（以下，遠称代名詞）は，先行研究において 3 種が指摘され
ているものの，その使い分けについては判然としなかった。筆者の統計で，文献
中，登場頻度の高い順に，A:	表 1tha:　B:	建 2tha:　C:	犬 2tha: とすると，A と B
は同一音節で声調が異なり，B と C は同一音節で声調も同じである。
荒川（2010c）では遠称代名詞がどのような環境で現れるかを調査し A，B に
関しては，遠称代名詞に後続する要素に次のような傾向を認めた（「　」は格標
識などの意味（荒川 2010a: 157–158 にもとづく））。





A 表 1tha: と後続要素の用例
名詞（名詞句）
(03) 嘉 頓 絛 空 孚 鄭 繩  机  表  空 孚
 1sha:	2wi	 2tha	 2wi	 2’u	 2’o	 1ti:q		 1kyuq	 1tha: 	 2wi	 2’u
	 舎衛   大城   CM 入る 食べ物 求める	 Dem	 	 城  CM（金剛 07-4）
 舎衛大城に入って食べ物を求め，その城内にて…（金剛 07-4）
(04) 哘  榎 荷  腺 哘  廨   荷  召    珎  杉 款 表  珎  瑰 杉 試 亀
	 	 	 	 2cha:	1wi’1zi:q	2li:	2cha:	2je:		 	 1zi:q	1menq	 1nyI’	1’e:	2le:	1tha: 	1nyI’	2rer	1’e:	2do1tshweu





(05) 艚 渣 淤 泡	  表  孤  垪 獲
	 2to	 2ne:	 2lu	 1jyIr		 1tha: 	 1byu		 1ni:	 1phI:
 悉く 王  座  捨てる	 Dem	 	 CM  家  捨てる
  悉く王座を捨て　それに随って（＝そして）家を捨てる（＝出家する）。
（法華 1, 036-1~2）
B 建 2tha: と後続要素の用例
杉 1’e:「～の，～を（～に）」（杉 1’e: は出現環境により，属格（Gen），対格（Acc），
与格など複数の機能を持つ）
(06) 玉 犠  幃  超 建  杉 哘  聘
	 2no	 2ryeqr	 1ny’e:’	1ku	 2tha: 	 1’e:	 2cha:	 1’oˮ
 安楽    住する 即ち	 Dem	 	 Gen 功徳
 安楽に住すれば即ち　その功徳（は）（法華 5, 61-1）
シナ＝チベット系諸言語の文法現象 1：名詞句の構造64
(07) 繖 脣 耋 蜉 坩 建  杉 遭 云
	 2shI:	1ka:	 2mo	 2ni:	 1tha	 2tha: 	 1’e:	 1kI:	 1la
 釈迦牟尼     仏		 Dem	 	 Acc Pref 記す
 釈迦牟尼仏はそれを記した（法華 5, 110-5）
孚 2’u「～の中」
(08) 衿 梵 宵 宵 榎 徂 〈…〉捕  濡 搜  亳 建  孚 玉 幃
	 2jyan2tse:	1ryur	1ryur	1wi’	?lhe?	〈…〉1jyu	 2ne’	 2kyeq	 1noˮ	2tha: 	 2’u	 2no1ny’e:’
 菩薩   諸  諸  生  受ける   顕示する  欲する 故		 Dem	  CM 安住し
  菩薩が所々に生を受け〈中略〉顕示せんと欲する故に。その中に安住し
…（華厳 77, 008-2~3）
C は A，B に比べ極めて例数が少なく，後続する要素にも一定の傾向が確認で
きないため，A，B のような使い分けの差異が見出せない。一方，下線　　の名
詞と C に注目すると，「名詞…遠称代名詞 C ＋照応する同一の名詞」という，前
方照応的な表示例が確認できる。
(09) 宵	 坩 求 款 畑 犬  宵	 坩 嫉 赫  戸  筍  求 觴
	 1ryur	1tha	 1tsI:	 2le:	 1noˮ	2tha: 	 1ryur	1tha	 2rI:r	 1tshe:’	 2ldwIr	 2ryeqr	 1tsI:	 1mi:
 諸  仏  また 見る のち	 Dem	 	 諸  仏  Pref 説く  経典     また 聞く
  諸仏をまた見る。のち，その諸仏の説いた経典をまた聞く。
 （法華 1, 014-2）
楕 1chI:「それ」は，出現頻度は高くないが，「その時」などの表現の他，動詞
語幹に前接化される場合がある。動詞が他の接頭辞をとる場合，「否定または完
了を表わす接頭辞‐楕 1chI:‐動詞語幹」のような語順をとる（西田 1989b: 416l-r
参照）。
楕蚌 1chI:	2zyonq その時（金剛 07-3）　　楕裳 1chI:	1zenq それ幾ばく（金剛 28-5）
比較を表す地 1su と共起する例も確認できる。
楕地 1chI:	1su それより（金剛頌 095-1）
動詞接頭辞と動詞語幹の間に挿入される場合は，疑問文・否定文で確認できる。
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(10) 教 芸 絛 芸 茆 茖  孚	 慥 兩  勧  勧  桂 楕 曳  哀
	 1soq	1tuq	 2lenq1tuq	 1ryur	2kyeq	2’u	2lhI:	2mwi	2ngo:r	2ngo:r	 1’a?	 1chI:	2ryeqr	 1lI:
 三  千  大  千  世  界    CM 微塵    一切		 	 	 	 QP	 Dem	 多い 　なり











(11) 郁 戸  筍   汗 剳
	 2thI:	2ldwIr	 2ryeqr	 	 2wa	 2me:’
	 Dem	 経典      何  名付ける
 この経典は何と名付け…（金剛 31-2~3）
(12) 狐  巡  畑 狐  飽
	 1swI:	 1dyu		 1noˮ	1swI:	 1me:
 誰   有する また 誰   ない
 誰が有して，また誰が有しないのか（金剛頌 063-3）
また「何＋上に」で「どのような」を表している例も見られる。




	岐 1leu「一」，珎 1nyI’「二」，教 1soq「三」，忙 1ldyIr「四」，菱 1ngwI「五」，
恍 1cheu:「六」，葆 1sha:q「七」，肛 1’a:r「八」，庠 1gwyI’「九」，紳 2’aq「十」
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となる。「十」は他に 2 つの字形・音があるといわれる 10。『金剛経』の例を示す。





(13) 碁  悗 扞 亳 猝   岐 壮
	 1tsyer	 2lyu	 1’eu:	1noˮ	2phwya’	 1leu	 2tseu




桂膏 1’a?	1she:	一順（金剛科 183）　桂抹 1’a?	1jo:n 一遍（金剛纂 05-5）




	辻 1phyon 白い（金剛 03-3），度 1ne: 赤い（金剛 03-4），欣 2ngwIr 青い（金剛
03-2）
形容詞は名詞を修飾する他，文の述部ともなる。
10 愕 1ji:q’ はあるいは漢字「十」の借用形であろうか。字形は明らかに浄 1sha: からの派生形である。西田（1989b:	
413l）では「日付などで同じように使われている」とされる。
11 西田（2005 注 24）では「垓」蝙 2myeqr’ が確認されている。字形を見ると「億」の派生形である。『同音』では「族
姓」とされる（李 4904）。
12 西田（1989b: 413l）「一人，一滴」，李 5981「一尺，一巻」など。一方『金剛経』集では岐假 1leu 2dzwo: 一人（集
40-3）のように通常の数詞が使われることがある。
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(14) 紋 弟 曳  哀
	 1lo:	 1ri:r	 2ryeqr	 1lI:








賠窄悶謂 1se:	2miq	2cyir	2wa 細い，末の方便（金剛科 262）
仏典においてはこうした例もまれではなく，修飾構造として述べることもでき
よう。被修飾部を で表す。
(15) 腎  机   孤  喫	 莖
 2nIr  1kyuq	 	 1byu		 1kyiq	 2ja:
 黄色い 求め   随う  金剛
 黄色い，求めに随う金剛（金剛 03-3）
(16) 払 凉  凉  壮  弘  巡 碁
 2zi:	 2phyu	 2phyu	 2tseu		 1zyIr		 1dyu	 1tsyer




(17) 絛 偐  耋 策  紋 払 艸
	 2tha	 2syen	 2mo	 1ny’i:	 1lo:	 2zi:	 1na











(18) 噴 嫉 赫	  碁
	 2nga	2rI:r	 1tshe:’	 1tsyer
 私  Pref 説く  法
 私が説いた法（金剛 17-5）
(19) 凉  壮  搜  整  罩 苻 区
	 2phyu	 2tseu	 2kyeq	 2ka	 	 1’a? 1lo 1han
 上   第   欲   離れる 阿羅漢
 第一の，欲を離れた阿羅漢（金剛 24-4）
ソトの関係
(20) 罩 苻 区 組 弗  夙 碁
	 1’a?	 1lo	 1han	2’I:	 2ldeu	 1zI:r 1tsyer
 阿羅漢    言う AV  実 法
 阿羅漢と言うべき実法（金剛 23-6）
(21) 朋  倏  粁  巷   偶  頂 楮
	 2kha:n	 2kha:	 1miq		 2ngwer		 2syu		 2lyuq 1kaq
 恒河     沙   pl    ような 身 命
 恒河の沙（々）のような身命（金剛 33-6）
3.3. 所有表現
最後に所有表現について述べる。前述の格標識 杉 1’e: が名詞と名詞の間に使
われると所有関係を示す。
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(22) 區 懺 衿  梵 杉 褫  蜿
	 2nI:	 2mi’	2jyan	 2tse:	1’e:	 1wi:q	 1jI:
 普賢   菩薩    Gen 眷属
 普賢菩薩の眷属（莫 020）
(23) 宵  衿  梵 杉 畋
	 1ryur	 2jyan	 2tse:	1’e:	 2gwi:
 諸   菩薩    Gen 言葉
 諸菩薩の言葉（金剛 08-5）
明らかな所有関係でありながらこの格標識を用いない例も少なくない。
(24) 衿  梵 遅 撰
	 2ja:n		 2tse:	2ne:	 1wu:’







AC: 名詞修飾節，Acc: 対格，Adj:	形容詞，AV: 助動詞，CM: 格標識，
Dem:	指示代名詞，Gem:	属格，N: 名詞，Num:	数詞，O: 目的語，pl: 複数標識，



























聶鴻音．2013．「西夏語的名物化後綴 sji2 和 lew2」．『語言研究』第 33 巻 2 期．pp. 119–121.
西田龍雄．1989a．『西夏文字の話』．大修館書店．
—．1989b．「西夏語」．亀井孝ほか（編）『言語学大辞典　第 2 巻　世界言語編（中）』．三省堂．









重唇音類	 p	 	 ph	 	 b	 	 m
軽唇音類	 f	 	 	 	 	 v	 	 	 	 w
舌頭音類	 t	 	 th		 	 d	 	 n
舌上音類	 ty’	 ty’h	 	 dy’	 ny’
牙音類	 	 k	 	 kh	 	 g	 	 ng
歯頭音類	 ts		 tsh	 	 dz	 	 	 s
正歯音類	 c	 	 ch	 	 j	 	 ny	 sh
喉音類	 	 ’	 	 h




第 1 環 第 2 環 第 3 環
1 R. 1 1.1= 2.1 u R. 61 1.58=2.51 uq R. 80 1.75=2.69 ur
2a R. 2 1.2= 2.2 yu R. 62 1.59=2.52 yuq R. 81 1.76=2.70 yur
2b R. 3 1.3= 2.3 yu
3 R. 4 1.4= 2.4 u:
1 R. 5 1.5= 2.5 u’
2 R. 6 1.6 yu’
3 R. 7 1.7= 2.6 u:’
1 R. 8 1.8= 2.7 i R. 82 1.77=2.71 ir
2 R. 9 1.9= 2.8 yi R. 63 1.60=2.53 yeq R. 83 1.78 yir
3a R. 10 1.10= 2.9 i:
3b R. 11 1.11=2.10 i: R. 84 1.79=2.72 i:r
1 R. 12 1.12=2.11 i’
2 R. 13 1.13 yi’
3 R. 14 1.14=2.12 i:’
1 R. 15 1.15=2.13 in R. 64 1.61=2.54 enq
2 R. 16 1.16 yin R. 65 1.62=2.55 yenq
1 R. 17 1.17=2.14 a R. 66 1.63=2.56 aq R. 85 1.80=2.73 ar
2 R. 18 1.18=2.15 ya R. 86 1.81 yar
3a R. 19 1.19=2.16 a: R. 67 1.64=2.57 a:q R. 87 1.82=2.74 a:r
3b R. 20 1.20=2.17 a:
4 R. 21 1.21=2.18 ya:
1 R. 22 1.22=2.19 a’ R. 88 1.83 ar’
2 R. 23 2.20 ya’ R. 89 2.75 yar’
3 R. 24 1.23=2.21 a:’
1 R. 25 1.24=2.22 an
2 R. 26 1.25=2.23 yan
3 R. 27 1.26=2.24 a:n
1 R. 28 1.27=2.25 I R. 68 1.65=2.58 iq R. 90 1.84=2.76 Ir
2 R. 29 1.28=2.26 yI R. 69 1.66=2.59 yiq R. 91 1.85 yIr
3a R. 30 1.29=2.27 I: R. 70 1.67=2.60 i:q R. 92 1.86=2.77 I:r
3b R. 31 1.30=2.28 I:
1 R. 32 1.31 I’ R. 71 1.68 iq’
2 R. 33 1.32=2.29 yI’
3 R. 72 1.69=2.61 i:q’
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1 R. 34 1.33=2.30 e R. 93 1.87=2.78 er
2 R. 35 1.34=2.31 ye R. 94 1.88=2.79 yer
3a R. 36 1.35=2.32 e:
3b R. 37 1.36=2.33 e:
1 R. 38 1.37=2.34 e’
2 R. 39 1.38 ye’
3a R. 40 1.39=2.35 e:’
3b R. 41 1.40 e:’
1 R. 42 1.41=2.36 en
2 R. 43 1.42=2.37 yen
1 R. 44 1.43=2.38 eu
2 R. 45 1.44=2.39 yeu
3a R. 46 1.45=2.40 eu:
3b R. 47 1.46 eu:
1 R. 48 2.41 eu’
2 R. 49 1.47 yeu’
1a R. 50 1.48 o R. 73 1.70=2.62 oq R. 95 1.89=2.80 or
1b R. 51 1.49=2.42 o
2 R. 52 1.50=2.43 yo R. 96 1.90=2.81 yor
3 R. 53 1.51=2.44 o R. 97 1.91=2.82 o:r
1 R. 54 1.52=2.45 o’
2 R. 55 1.53=2.46 yo’
1 R. 56 1.54=2.47 on R. 74 1.71=2.63 onq
2 R. 57 1.55=2.48 yon R. 75 1.72=2.64 yonq
3 R. 58 1.56=2.49 o:n
1 R. 59 1.57 o”
2 R. 60 2.50 yo”
1 R. 98 2.83 wor
2 R. 99 2.84 ywor	
1 R. 76 2.65 eqr
2 R. 77 1.73=2.66 yeqr
1 R. 78 2.67 eqr’













の人口は 23,413 人（2010 年の人口統計）であるが，流暢な話者人口の詳細は不明
である 1。本稿では悠楽方言のデータを用いる 2。以下，本稿では「チノ語」と略する。




 1 Bradley（2007）および Endangered	Language	Project では悠楽方言の話者は 10,450 人未満，補遠方言の話者は 1,000
人未満であると推定している。悠楽方言について Endangered	Language	Project は 2014 年 12 月の時点で Severely	
endangered（深刻な危機に瀕した状態）の評価を与えている。
 2 本稿では主として 2005 年から 2014 年までに現地調査により得られた悠楽方言巴卡方言のデータを用いる。例示
するデータは自然発話のものを中心とするが，記述の網羅性のために作例データもあわせて使用する。自然発話










Slot についても概説する。第 3 節と第 4 節では名詞句構造の外的関係を表す表現









は名詞・動詞・形容詞がある 5。これらは (a) 語根に対して否定辞が前接しうるか，
(b) 生産的な重複法が見られるか，の 2 点により峻別されうる。表 1 を見られたい。
N V Adj
(a) 語根への否定辞の前接 － ＋ ＋
(b) 生産的な重複法 － － ＋
表 1　チノ語の主要な内容語の品詞認定基準





 3 名詞句構造の類型論的な概説のうち，近年のものとして Dryer（2007）や Dixon（2010）が挙げられる。また所
有表現の研究としては Aikhenvald	and	Dixon	(eds.)	(2013) が，アジア諸言語の名詞化研究としては Yap	(et	al.	eds.)	
(2011) がある。東南アジア諸語の名詞句構造の問題を取り扱ったものに三上（編）（2006）がある。
 4 基本的な分析は林（2009）のそれを保持しているが，i) 後置詞を 2 群に分類し（本稿 2.2.5 節参照），ii) 後置詞
=ɛ44 を「名詞句拡張子」であるとする分析（本稿 3.3 節参照）は林（2009）から修正を施した主な部分である。
また (ii) については Hayashi（2010）からも修正している点に注意されたい。








(1) a. ［a- 接頭辞の付加されたもの］





「 鳥 」，pu55xɔ44「 蟻 」，to55m̥i55「 し っ ぽ 」，vu55khɛ55「 頭 」，
khju55pɛ55「喉」など。













































2.1 節で設定した名詞を包摂する名詞句構造を模式化すると，図 2 の通りになる。
Slot	1 Slot	2 Slot	3 Slot	4 Slot	5
指示詞 名詞（- 接尾辞） 形容詞




意味的には Slot	1 と Slot	3，Slot	4 は Slot	2 を修飾する関係にあると言えよう。
しかし，統語的には Slot	1,	2,	3,	4 はそれぞれ並列関係にある 8。すなわち，Slot	1,	2,	
3, 4 のすべてが共起しうる場合もあれば，いずれか 1 つの Slot のみの生起も許さ
れる。そして Slot	1 ～ 4 の生起に対して Slot	5 の後置詞が後接しうる。なお，以
下の説明で Slot	2 に入る名詞を「主名詞」と呼ぶことがある。(2) に 1 例を示す。
(2) khɤ44	 kɔ55tø44		 a33nɤ̥55	 thi55-khrœ42
	 あれ  服     赤い   1-CLF
 あの一枚の赤い服







近称 遠称 1 系 遠称 2 系
直格形 çi44 khɤ44 lø55




一方，遠称の形式は 1 系・2 系ともに発話者と受話者の双方から距離的に（ある
 7 この名詞句構造のモデルについては蓋（1986）も蒋（2010）も示していない。












	 これ  何 -Q
 これは何ですか。(EL)
(4) khɤ42	 	 m33-a55	 	 ŋɯ33-xɔ42,		 çi35		 tho55-nu55+lɔ55=ɛ44
	 3SG.NOM 要る -PART COP-COND  ここ  PROH- 戻る + 来る =POSS
 ŋɔ42	 	 khɤ33-lo339	 m̥33-mɛ35.
	 1SG.NOM あれ - ように  言う -PAST
  もし彼が（今の女友達を嫁として）要るというなら，ここ［家］に戻っ
てくるなと言ったんだ。(NU)
(5) khɤ44		 a33o55+pɔ44=lœ44		 tʃa35-tɔ44-a44.
	 あれ   下 + ほう = も      ある -EXP-PART
 （貨幣の単位は）その［一銭より］下にもある (NU)
(6) ŋɔ42	 	 khɤ35		 m33-me42.
	 1SG.NOM あれ .OBL 要る -FUT
 私はあれがほしい。(EL)
(7) lø55=lœ44		 sɯ55-a55,	 tʃaŋ55jin33=lœ44.
	 あれ = も   知る -PART 張雲 (PSN) も
 あれ［= 張雲］も（薬草のことを）知っているよ，張雲も。(NU)
(8) khø33mɛ44,	 lø35		 	  tshao33jɔ33	 tshɤ33-n5̥5=a55	 pha55+jɔ35-mɛ55.
	 そして    あれ .OBL  草薬    10-CLF=LOC    貼る + よい -PAST
 そしてあそこの草薬［草を原料とした薬］を 10 日貼れば，良くなった。
 (NU)
 9 接尾辞 -lo が後接する際，khɤ44 も 33 調に変調することが少なくない。
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(9) -m̥a	( 複数 ),	-pu	( 程度 ),	-lo	(「～のように」),	-tʃhə	(「～ごと」)
ここで注意が必要なのは，-m̥a とそれ以外では振る舞いが異なる点である。
-m̥a は図 2 のスキームの中に置かれ，数量詞句や後置詞を生起させうる。一方で，
-pu や -lo などは名詞句に接辞化されると，全体では副詞化されると考えられる。
そのため，その後ろに数量詞句などを後置できない。以下で各接尾辞が用いられ
た例を挙げておく。
(10) a.	lɔ33si55-m̥a55	 	 b.	pa55kha42-m ̥a55
  先生 -PL      パカー (PLN)-PL




(12) ŋɔ42	 	 ji55ʃi55	 a55tʃen44-pu55	 pə55+pə44-nœ44.
 1SG.NOM 昔    アチェン - ほど  太い + 太い .RDP-SFP
 私は昔アチェンくらい太っていた。(NU)
(13) çi44-lo44
 これ - のように
 このように
(14) lɔ̥55-tʃhə35=ɛ5510		 koŋ55tsi55	 	 tʃa35=ɛ55-nœ44.
 月 - ごと =POSS    給料     ある =POSS-SFP
 （彼らは）月ごとに給料はあるけどね。（林 2009: 47）(NU)
-m̥a の振る舞いの特異性として，これを含む名詞句全体が目的語になるなど，
斜格の支配を受けた時，42 調に変調することが挙げられる。
10 本例における =ɛ55 は副詞化の機能を持っていると考えられる（Hayashi	2010）。
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(15) nə33=la55		 	 	 ma33mɔ55-m̥a42 kjao44=la55	 	 thi55





さらに注意すべきは，-m̥a は形容詞引用形や後置詞 =ɛ44 にも接辞化されうる。
このことから，-m̥a が Slot	2 に配置される接尾辞ではない可能性もある。今後詳
細な分析を必要とする 11。
(16) khɤ35	 	 a33xɤ55-m̥a55=ɛ55	 	 tu33+lɔ33-mɤ44.
 その   遠い -PL=POSS     読む + 来る -PAST
 それらの遠い（ところの学生）たちは勉強にしにきた。(NU)
(17) çi44=ɛ44-m̥a55=ɤ44	 si35fan35=a44	 tu33-mɛ44.





チノ語の形容詞の引用形は［接頭辞 - 語根］の形式をとる。接頭辞は a-,	la-,	jɔ-
のいずれかで，いずれも名詞化の機能を併せ持つ。語根は動詞的性格を有してい
る。つまり，形容詞の引用形は形態統語的には出動名詞的な振る舞いを見せる。




名詞修飾を行う際，名詞に対して後置される。図 2 においては名詞句構造の Slot	
3 に配置される。
(18) a. kɔ55tø44		 a33nɤ̥55	 	 b.	kɔ55tø44		 a33nɤ̥55nɤ̥55
	 	 服     赤い     服     赤い.RDP
  赤い服 (EL)      真っ赤な服 (EL)





(19) khɤ44	 	 kɔ55tø44		 la55xɤ44		 a33n̥ɤ55	 	 thi55-khrœ42
 あれ   服     大きい   赤い    1-CLF
 あの 1 枚の大きくて赤い服 (EL)
形容詞の否定形は 2 種類の語順を許す。1 つは引用形と同様，名詞の直後に置
かれるパターンである。もう 1 つは名詞の直前に置かれるパターンである。




	 服     NEG- 赤い -REL
 赤くない服 (EL)
(21) ma33-m̥jo55-mɤ55		 a33tsɯ55




(22) a33nɤ̥55-mɤ55	 	 kɔ55tø44












チノ語の数詞は十進法に従う。以下，例を示す。1 ～ 9 までは 55 調で，10 は
42 調で読まれる。一般的に 11 ～ 999 までの 2 音節数詞は /33-55/ で，3 音節数詞
は /33-55-44/ で読まれる。4 音節以上は初頭 2 音節を単位とし，/33-55, 33-55/（4











類別詞 類別対象 類別詞 類別対象
-lœ 多くの名詞 -su 瓶
-ɛ ～軒（建物や家） -ko 漢語由来の一般名詞［< Ch. 个］
-kɤ 部屋 -tʃaŋ 車［< Ch. 张］
-khrœ 衣服・道具 -pen 本［< Ch. 本］
-li/	-lai 人間 -pa 道具［< Ch. 把］
-ço 人間 -pao 袋，パック［< Ch. 包］
-mə 動物 -xɔ （薬や砂糖などの小型の）箱［< Ch. 盒］
表 4　プロパー類別詞の例［Ch. は漢語由来を指す］
























-phi ひも（<	a55phi44「ひも」） -tsɯ 粒（<	a33tsɯ55「種」）




-phrø 板（<	a44phrø44「板」） -kaŋ	[Ch.] かめ［<	Ch.	口缸］








































(24) ŋɔ55-lai35,	 khjo55-lai35,	 ʃi55-lai35 lɔ33=ɛ55-m55.
 5-CLF   6-CLF    7-CLF   来る =POSS-PAST
  （この前ここチノ郷にもアメリカ人が）5 人，6 人，7 人と（ぞろぞろと）
来たよ。(NU)
(25) ŋa33sɯ55	 thi55-sɯ55
 バナナ   1-CLF
 一本のバナナ（林 2009: 53）(EL)
回数詞が用いられた例も挙げておく。
(26) thi55-l̥ɔ44	 nu35+lɯ33-jɔ33-je42.
 1-CLF   戻る + 来る -OBLIG-HS
 （彼は軍隊に入ったけれど）ひと月で戻ってくるらしいよ。(NU)
Slot	1 と Slot	4 のみが共起し，名詞句構造をなす例も多い。
(27) çi44		 thi55-khø55		 ʨɛ42-pja33+ja42.





(28) sø33-ki55-tsɛ35	 	 tsɛ33-ɔ55-nœ44.
 3-CLF- くらい   余る -PART-SFP
 3 斤くらい余った。（林 2009: 55）
(29) ȵi33çɔ55-tsɛ44
 200- くらい







表 7 に整理するように，チノ語の後置詞は大きく「第 1 群」と「第 2 群」の 2
グループに分類できる。第 1 群は名詞句の直後に置かれ，名詞句の格標示を主に
担う。ただし，=ɛ44 は他と振る舞いが異なるので，注意が必要である（これに
ついては第 3 節で述べる）。他方，第 2 群は第 1 群よりもさらに後ろに置かれ，

























(30) a. a33ŋu55	 	 nə35=va55		 kjɔ55-kɔ44-mɤ35.
	 	 1PL.NOM  2SG.OBL=ACC 思う -PROG-PAST
  私たちはあなたのことを思っていたよ。(EL)
 b. a55khrɔ55=a55		 u35+ja55-xɔ42,		 lə33		 jin33tʃhə44-a44.
	 	 穴 =LOC     入る + 行く -COND  いつも 車酔いする -PART
   トンネル（= 穴）に入って行ったら，（私は）いつも車に酔ってしまう。
(NU)





14 蒋（2010: 241）では「話題標識」として kɤ33 を挙げ，これが ɤ33 とも発音される，と述べている。筆者の調査
した下位方言データでは kɤ33 の形式は見つかっていない。また盖（1986: 71–72）では主語と述語をつなぐ機能
をもつ「关联助词」として ɤ33 と lœ33（本稿の =lœ44 に相当）を同等に取り扱っている。 
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 c. çi55u44=ɤ44	 tjen35xua35	 khɔ33su55=a44	pɯ33tshə55-nœ44,	çi44-ku44
	 	 今 =EMPH    電話    誰 =DAT    話す -SFP     これ -CLF
  a33ȵi55.
	 	 小さい
   今は電話で誰と話して（いて）も，こんなに（携帯電話ほど）小さい。
(NU)
(31) a. si55mao44=jə55	 a33tha55+pɔ44	 	 mɔ33-mjə55-tɔ55.
	 	 思茅 =ABL     上 + 方      NEG- 見える -EXP
   思茅から北には行ったことがない。［=lit.	思茅から上は見たことがない］
(NU)
 b. ŋɔ33=jə44		 ȵɯ33zɔ55	 ŋɯ33=ɛ44.
	 	 1SG.OBL=ABL 年下    COP=POSS
  （あなたのお母さんは）私より年下だろう。(NU)
 c. ji55m̥jɔ55	 ren33sen55=jə44	 san55ʨhi33		 ja35		 	 lə44
  去年    （高麗）人参 =COM  三七     鶏 .OBL  ずっと
	 	 tun35+tsɔ33-mɛ35.
  煮る + 食べる -PAST
  去年（高麗）人参と三七を鶏と一緒ににて食べた。(NU)
(32) khɤ42	 	 mjə55khɔ55=la44  phiŋ33kɔ55		 tshœ33-mɤ55.
 3SG.NOM ナイフ =INST     リンゴ    刺す -PAST
 彼 / 彼女はナイフでリンゴを刺した。(EL)
(33) khɤ33=la55	 ta35ʃuo33=jo44  thi33tʃhɔ35	mɔ33-ŋɯ44-mɤ44	 ŋɯ33=ɛ44





(34) khɤ42=the44  je35+ja55	 	 ŋɯ33-nœ44.




(35) çi35		 jɔ33lɔ33ʃan55=ɤ55	 mɔ33-tʃə55-a44.
 ここ  悠楽山 =EMPH    NEG- いる -PART
 ここ悠楽山には（大学院生は）いない。(NU)
(36) a33tsɯ55,	 ʃɔ55tʃha55la55=la55		 mɔ55-tʃa35-po42,	 khun55miŋ33=a44?
 木     草むら = すなわち    NEG- ある -RCF   昆明 =LOC
 木とか草むらというのは，つまりないわけでしょ，昆明には？ (NU)
(37) ŋɔ33=lœ44		 ŋɔ33tshɤ55ʃi44.
 1SG.OBL= も  57
 私も 57（歳）だ。(NU)
第 2 群後置詞が第 1 群後置詞に対して後置される例も散見される。以下に例示
する。
(38) a55tɤ44+n5̥5=a44=lœ44	 	 tʃə55-phu55-a55.
 アタ +2=LOC- も       より - 高い -PART










なお，=ɛ44 は声調を交替させ，名詞句構造においては =ɛ55 となることが多い。
(39) a. a55xua33-m̥a55=ɛ55		 tso33=a44	 	 mɔ44-je44-tɔ44-a44.
  アホア -PL=POSS    家 =LOC   NEG- 行く -EXP-SFP
  アホアたちの家には行ったことがない。(NU)
15 蒋（2010:	53,	57）では所有関係を標示するのに ja54 を用いるとしている。この形式は筆者の調査した下位方言
データでは見つかっていない。盖（1986:	70）では所有関係を表す助詞として	ɛ55 を挙げている。
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 b. tao35pan44		 a33tha55+pɔ44	 	 ʃi33kuan44	 	 ji55prɛ55-m̥a55=ɛ55






(40) a.	jo33m̥a55=ɛ55	 	 tʃa35?	
  3PL=POSS     ある
  彼らの（洗濯する場所）はあるの？ (NU)
 b. ʃɔ33tʃha55=ɛ55		 ʃɔ55-nœ44.
  草むら =POSS   探す -SFP
  （薬草は）草むらの（もの）を探す。(NU)
=ɛ44 が生起すると同時に，所有側名詞句の最終音節が 35 調に変調すること
がある。この変調も所有を標示していると考えられる。
(41) ji55n4̥4=ɤ44	 	 lɔ55mɯ35=ɛ55		 a55n̥44	 ŋɯ33-nœ44.








(42) ŋɔ35	 	 çi44		 ki55no̥55+kɔ55tø44	 a33ʃi55	 ȵi55-khrœ42	 tɕiŋ33xoŋ35
 1SG.POSS これ  チノ + 服      新しい  2-CLF    景洪 (PLN)
	 ju33-mɤ35.
 買う -PAST
 私のこの新しいチノ族の 2 枚の衣装は景洪で買いました。(EL)
16 日本語の「の」や漢語普通話の「的 de」にも類似の現象が存在する。例）「これは僕のだ」「这是我的。[ これ 
COP	1SG	de]」
シナ＝チベット系諸言語の文法現象 1：名詞句の構造88
(43) ȵi55vɛ55		 tso33m̥i33=a44=lœ44		 khao42+khao42		 khœ33-nœ44,







(44) ŋɔ35	 	 a33pu55 ～ ŋɔ33pu55
 1SG.OBL 父
 私の父（林 2009: 138）
(45) nə35	 	 a55mɔ44 ～ nə33mɔ55
 2SG.OBL 母






 4-CLF   4-CLF=POSS    探す + 持ち上げる -BEN
 それぞれの家族は 4 本ずつ（飲み物を）持たせた。（Hayashi	2010:	158）(NU)
(47) ʃi33ji33tjen33=a55	 lə55-ji55=ɛ55-la42,	 mi33khju55=ɛ55?
 11 時 =LOC     ずっと - 寝る =POSS-Q 夜 =POSS
 （あなたは）いつも 11 時に寝るのかな，夜は？ （Hayashi	2010:	157）(NU)









た (46) と (47) の =ɛ44 に先行する要素はいずれもそれ自体で名詞句の統語的特
性を有している。=ɛ44 が後接した後も名詞句性をそのまま維持していると考え




(48) çi44=ɛ44-m̥a55=ɤ44	 si35fan35=a44	 tu33-mɛ44.
 これ =POSS-PL=EMPH  師範学校 =LOC  読む -SFP
 ここの（人）らは師範学校で（教師になるための）勉強をする。（=17）(NU)
(48) では =ɛ44 が指示詞 çi44「これ」に後接している。そして，その直後に接
尾辞の -m̥aが後続している。2.2節の図 2 のモデルで言えば，=ɛ44は Slot	5に，-m̥a
は Slot	2に配置される。ここで (48)に見える名詞句 çi44=ɛ44-m̥a55=ɤ44を単線的
構造としてとらえてしまうと，矛盾を来す。もちろん，この解釈の矛盾を解消す
るにはいくつかの方法があろう 17。しかし，本稿では「=ɛ44 が名詞句拡張子であ
る」とする考え方が現時点で最適解であると見なす。=ɛ44 は çi44 の名詞性を保
持したまま，新たな名詞句 çi44=ɛ44 を構成する。その新たな名詞句を「主名詞」












17 他の解決法としては i)	「=ɛ44 が Slot	5 に入らない」，ii)	「-m̥a が Slot	2 に入らない」などがあろう。しかし，この
いずれも機能辞の全体的体系を再編する問題につながり，本稿でとる手法より不利であると見なされる。







「連体節 - 主名詞」となる。連体節の標識としては節末に -mɤが一般に用いられる。
形式的に -mɤ は -mɛ と自由に交替する。以下の例では連体節を [ ] で，主名詞を
太字で示す。
(49) a. [tʃə33+lɯ44-mɤ44]	 a55n̥44	 mɔ55-sɯ55jɔ44-nœ44.
  生まれる + 来る -REL  日    NEG- 知る -SFP
  （私は自分の）生まれた日を知らない。(NU)
 b. [nə42	 	 	 a33pjo55		 kjao44-mɤ44]		 ʃue33sɤŋ55-m̥a55
  2SG.NOM  本     教える -REL   学生 -PL
 	 ʃue33ʃao42	 ça55=ɛ55-la42?
  学校    住む =POSS-Q
  あなたが教えている学生たちは学校に住んでいるの？ (NU)
ただし，実際には大意を変えずに，連体節を主名詞に後置させることも可能で
ある。
(50) a. [ŋɔ42	 	 	 tɕi35-mɤ55]	 a33pjo55   a33tɕi55.
  1SG.NOM  送る -REL   手紙     少ない
 b. a33pjo55  [ŋɔ42	 	 	 	 tɕi35-mɤ55]	 a33tɕi55.












(51) a. piŋ35thui35-mɤ55	 tʃa35-jɔ42?
  病気退職する -NML ある -Q
  （退職というのは）病気退職するのもあるのか？ (NU)
 b. a55pru44		 [mɔ55-xɔ55-khju35-mɤ55],	
  知恵おくれ NEG- しゃべる -AUX-NML
 	 [mɔ55-lao33toŋ55+le44-khju35-mɤ55]=a44	 	 pi44-nœ44.	
  NEG- 働く + 行く -AUX-NML=DAT        与える -SFP
   知恵おくれでしゃべれない者や働きに行けない者に（国が補助金を）
与える。(NU)

































定すれば，「修飾句 - 被修飾句」の順序は一般的な APV 言語の含意的普遍性の傾































(52) a.  名詞句は［指示詞］［名詞 -（接尾辞）］［形容詞］［数詞 - 類別詞（- 接
尾辞）］［= 後置詞］の構造をとる。後置詞よりも前の構造はいずれか
1 つの要素が生起していればよい。すべてが共起する必要はない。
 b.  形容詞引用形は統語的には名詞と同様に振る舞う。主名詞に後置され
る形容詞引用形は，主名詞と統語的には同格的な関係を結ぶと考えら
れる。






=ɛ44 の他の機能 27 といかなる関係があるのかなど，チノ語の名詞句の周辺に伏
在する課題はいまだ無尽のようである 28。
略号
A: 他動詞主語 , ABL: 奪格 , ACC: 対格 ,	Adj:	形容詞 , AUX: 助動詞 , BEN: 受益 , 
Ch.: 漢語由来 , CLF: 類別詞 , COM: 共同格 , COND: 条件節標識 , COP: コピュラ , 
DAT: 与格 , EL: 作例 , EMPH: 強調 , EXP: 経験 , FUT: 未来 , HS: 伝聞 , INST: 具格 , 
lit:	直訳 , LOC: 位格 , N: 名詞 , NEG: 否定辞 , NML: 名詞化 , NOM: 主格 , NU: 自然
発話のデータ , OBL: 斜格 , OBLIG: 義務 , P: 他動詞目的語 , PART: 助詞 , PAST: 過
去 , PL: 複数 , PLN: 地名 , POSS: 所有（格 ), PROH: 禁止 , PSN: 人名 , Q: 疑問 , 
RCF: 確認 , RDP: 重複 , REL: 関係節標識 , S: 自動詞主語 , SFP: 文終止助詞 , SG: 
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触によって語順が OV から VO に変化したと考えるのが最も自然である（Matisoff	
1991a: 481–482, 同 2000: 346–347 を参照のこと）。
* 本稿は，2013 年 11 月 30 日に京都大学人文科学研究所で開催された「TB+ 研究会」（池田巧教授主宰）での発表
原稿に加筆したものである。当日いただいた質問やコメントに基づいてミャンマーでの追加調査を行い，修正し
た。貴重なご意見をいただいた参加者の方々に深くお礼を申し上げる。
 1 SVO 型の語順を示すチベット・ビルマ系言語には他にも Bai や Mru，死語である Pyu などがあるが，語群単位で













( 名詞 1)	(Vptc(s))	動詞 (Vptc(s))	( 名詞 2) ( 名詞 3) ( 副詞的要素 )
図 2　ポー・カレン語の節の基本構造
「名詞 1」は主語であり，「名詞 2」と「名詞 3」は目的語である。二つの目的語
が現れるのは /phɩĺâɴ/「与える」などの ditransitive	verb のときのみである。 
 2 加藤（2004）は，10 個の派生接辞を挙げている。
加藤昌彦：ポー・カレン語の名詞句 97

























は「数詞＋助数詞」が現れる。SLOT8 には複数性（plurality）を表す助詞 4 が現れ
る。右端の SLOT9 には指示機能（demonstrative	function）を持つ助詞が現れる。




(2) phlòʊɴ  |  chəxîchəlà
 カレン    文化
 {SLOT2} {　SLOT4　}
 カレン人の文化
(3) já    |	  [phàdʊ́]  |  θəɴ̄  béiɴ  |  jò
 魚       大きい     三   枚		 	 	 	 this
 {SLOT4} {　 SLOT5 　} {　　SLOT7　　} { SLOT9 }
 この三匹の大きな魚
(4) jə    |  θò  |  dē  khʊ́láʊ  |  θɛ ̀  |  nɔ́
 1sg     友人	 	 	 	 with	 	 帽子     （複数）	 	 	 that
 {SLOT3} {  SLOT4  }{　　  SLOT6 　　}{ SLOT8 }{SLOT9}
 あの，帽子をかぶった私の友人たち
(5) [ʔəwê xwè]|  já	 | [phàdʊ́]	| lə ́ cəpwɛ ̄ phâɴkhʊ́ ʔò | lə béiɴ | nɔ́
  3sg  買う   魚    大きい  loc 机   上  向こうの 一 枚   that
 { SLOT1 } {SLOT4} {SLOT5} {       SLOT6       } { SLOT7 }{SLOT9}
 あの一匹の，向こうの机の上にある，彼が買った大きい魚
なお，(5) の SLOT6 で場所を表す側置助詞 lə́によって導かれた名詞句は，こ
れ自体が，次に示すように複数のスロットからなる名詞句である。
(6) cəpwɛ ̄  |  phâɴkhʊ́  |  ʔò
 机      上       向こうの
 {SLOT2} {   SLOT4   } { SLOT9 }
 向こうにある机の上






















の位置は SLOT1 である。他方，後置型の関係節は，(8) のように主要部名詞の後
に置かれる。この位置は SLOT5 である。どちらの関係節においても，関係節化
された名詞は空所（gap）になる。
(7) [jə  dʊ́]  phlòʊɴ  nɔ ́  mwɛ ̄ ʔəwê
  1sg  殴る  人    top  cop  3sg
 私が殴った人は彼だ
(8) phlòʊɴ  [dʊ́   jə]̀   nɔ ́  ɣɛ	̂  ʔé





藤 2008 参照）。したがって，(3) や (5) の例における状態動詞 phàdʊ́「大きい」は，
主要部名詞を修飾する後置型関係節である。







(9) phlòʊɴ  lə ́  [jə  dʊ́  (ʔə)̀]  nɔ ́  mwɛ ̄ ʔəwê
 人    rel   1sg  殴る  3sg  top  cop  3sg  
 私が殴った人は彼だ
(10) phlòʊɴ  lə ́  [ʔə  dʊ́  jə]̀  nɔ ́  ɣɛ ̂  ʔé












(11) [ʔɔt́hɔ ̄  thàiɴ]  jə   lə  ɣà
  残る   再び   1sg  一  clf（人間）
 再び取り残された私
(12) [xîlà   chêiɴpràɴ  tɛ]̀   ʔə   mé  nɔ́











(13) [jə  dʊ́  ʔə]̀  lé  nɔ ́  mwɛ ̄  phjā  jò





(14) [ʔáɴká  já]  ʔənəɴ̂







(15) təkɔ ̀  phɔ̂
 ハス  花
 ハスの花
(16) néiɴθâɴ  kəwɔ̀
 新年    朝
 新年になった朝
(17) phjāθâ  chəmà
 宗教   仕事
 宗教にまつわる行為
所有者と所有物の関係も同じように表される。すなわち，(18) のように，所有
者名詞が SLOT2 に現れて，SLOT4 に現れた所有物名詞を修飾する。
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(18) ʔəmʊ̄  phjâ
 母    店
 母の店
3.3. 代名詞











1sg jə jə̀ jəwê
2sg nə nə̀ nəwê
3sg ʔə ʔə̀ ʔəwê
1pl hə	~	pə hə	̀~	pə̀ həwê	~	pəwê
2pl nəθí nəθí nəθíwê
3pl ʔəθí,	ʔəθíʔə ʔəθí ʔəθíwê
表 2　代名詞の 3 つの形
これらの形のうち第一形は，SLOT3 に現れて所有者を表す。(4) の一人称単数
代名詞 jə がその例である。下に二人称単数と三人称単数の例を挙げておこう。
(19) nə  châiɴ
 2sg  シャツ
 あなたのシャツ
(20) ʔə   ɣéiɴ
 3sg  家
 { 彼 / 彼女 } の家




ある。所有を表す代名詞のスロットを，修飾名詞と同じ SLOT2 ではなく SLOT3
と考えるのはこのためである。(21) のような言い方がある以上，修飾名詞の後に
もう一つスロットを設定しておかなければならない。
(21) ʔəmʊ̄  ʔə   phjâ
 母    3sg  店
 母の店
なお，(18) と (21) にどのような意味的あるいは用法上の差異があるのかは現
段階では分かっていない。
3.4. 側置助詞句
側置助詞は，一般的に言うところの adposition である。側置助詞には，(22) の
lə́や (23) の dē のように，名詞句を副詞的語句として節中に導入する機能がある。
側置助詞が名詞句と共に形成する句を側置助詞句と呼ぶ。
(22) jə   ʔɔ ́  lə ́  thəʔàɴ
 1sg  いる  loc  （地名）
 私はパアンに住んでいる
(23) jə   ʔáɴ  θəɴ̂   dē  nʊ́thòʊɴ





lə ́   「～において［位置］」「～から［起点］」「～へ［着点］」
thōɴ   「～のあたりに」
dē   「～で［道具］」「～と［随伴者］」「～を持って［付帯物］」など
bê	...	θò  「～のように」
nɩ ̂   「～くらい（の大きさ）で」
xwē   「～くらい（の量）で」
báchâiɴ	  「～に関して」
təkhɔl̂ə	́  「～以来」
phɔ ̄   「～のうちに」
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これら 9 個のうち，上から 7 番目までの lə,́ thōɴ, dē, bê ... θò, nɩ,̂ xwē, báchâiɴ に
よって作られた側置助詞句には名詞を修飾する機能もあり，それは SLOT6 に現
れる。例 (4) と (5) の SLOT6 を参照されたい。下に，名詞修飾機能を持つ 7 個の
側置助詞の各々につき，例を一つずつ挙げる。
(24) phlòʊɴ  lə ́  pəjàɴkhāɴ
 人    loc  ミャンマー
 ミャンマーの人
(25) phlòʊɴ  thōɴ    jò
 人    ～あたり  ここ
 この近辺の人
(26) phlòʊɴ  dē  láiʔàʊ
 人		 	 	 with	 	 本
 本を持った人
(27) chəθɯ́chəθá  bê khòθá   θò
 果物	 	 	 	 	 	 bê		 マンゴー  θò
 マンゴーに似た果物
(28) lé  nɩ	̂	 	   cɯ́khʊ́
 棒  ～くらい  腕
 腕くらいの大きさの棒
(29) páichâɴ  xwē    jò
 金     ～くらい  これ
 これくらいの額のお金
(30) láiʔàʊ  báchâiɴ   pəjàɴkhāɴ












(31) phlòʊɴ  pəjàɴkhāɴ





1 から 9 までの数詞は次のとおり。ləɴ̂「1」，nî「2」，θəɴ̂「3」，lī「4」，jɛ「̄5」，
xɯ̂「6」，nwê「7」，xó「8」，khwī「9」。ポー・カレン語は 10 倍ごとに位を取る
方式を用いており，10 の位は chî，100 の位は jà，1000 の位は thôɴ，10000 の位
は là で，それぞれ表される。これら位取りを表す形態素に 1 から 9 の数詞が前
置されて，10, 100, 1000, 10000 の倍数が表されるが，その際，ləɴ̂「1」は lə に，




2158 は，2000，100，50，8 の順で並べる。2000 は nīthôɴ，100 は ləjà，50 は
jɛc̄hî，8 は xó であるから，これを順に並べた nīthôɴləjàjɛc̄hîxó が 2158 である。
量化表現として名詞を修飾するときには，数詞のみの使用は不可能であり，数
詞の後に助数詞（numeral	classifier）を置いて「数詞＋助数詞」とする。これが
SLOT7 に現れる。数詞が助数詞と共起するとき，1 の位の 1 から 9 は，位取りを
表す形態素に前置されるのと同じ形が現れる。人間を数える助数詞 ɣà を例に取
ると，次のとおりである。lə	ɣà「1 人」，nī	ɣà「2 人」，θəɴ̄	ɣà「3 人」，lī	ɣà「4 人」，
jɛ	̄ɣà「5 人」，xɯ̄	ɣà「6 人」，nwē	ɣà「7 人」，xó	ɣà「8 人」，khwī	ɣà「9 人」。こ
れは 10 の位以上の形態素が現れても同じである。例えば，31 人は θəɴ̄chîlə	ɣà と
なり，476 人は lījànwēchîxɯ̄	ɣà となる。ただし，1 の位がゼロの場合，「数詞＋
助数詞」という原則的順序を取ることができず，助数詞の前に接頭辞 ʔə- を付し
た上で，数詞と助数詞の順序を逆にした「ʔə- 助数詞＋数詞」という形が用いら
れる。例えば，10 人は ʔəɣà	ləchî，90 人は ʔəɣà	khwīchî，700 人は ʔəɣà	nwējà と
なる。1 の位がゼロの場合に数詞と助数詞の順が原則と逆になるのは隣接する
TB 系言語のビルマ語と同じであるが，ビルマ語では 10 の場合に原則順と逆順の











詞）は SLOT7 に現れる。(3) の例を参照していただきたい。下に他の例を挙げる。
(32) pənā  jɛ ̄ dɯ̀  jò
 水牛  5  匹		 	 this
 この 5 頭の水牛
(33) pəjàɴ   ʔəɣà  θəɴ̄jà  nɔ́
 ビルマ人  ～人	 	 300	 	 	 that	 	
 あの 300 人のビルマ人
東南アジアの様々な言語では，類別詞が数詞を伴わずに現れることがある。し
かし，ポ ・ーカレン語の助数詞は数詞を伴わずに現れることはできない。したがっ





(34) ʔəwêjò  mwɛ ̄ jə  thwí.  lə		 dɯ̀ jò   ʔɛ ́   jə ̀  châ  mā
 これ   cop  1sg 犬    一  匹  この  愛する  1sg	 	 much		 very
 これは私の犬だ。この一匹（= この犬）は私を非常に愛している
3.6. 複数性を表す助詞










(35) ɣéiɴ   θɛ̀
 家    （複数）
 家々
(36) cɔʔ̀ɛṕhlòʊɴ  θɛ̀






(37) láiʔàʊ  θəɴ̄  béiɴ  θɛ	̀   nɔ́
 本    3   枚   （複数）	 	 that	 	
 あの 3 冊の本
(38) *láiʔàʊ   θɛ	̀   θəɴ̄  béiɴ  nɔ́
  本    （複数）  3   枚		 	 that	 	












は (4) と (5)，ʔò の例としては (6) を見られたい。指示詞はこれまで挙げてきた他
の例にも何度も現れているので，ここであらためて例を示す必要もないだろう。
加藤（2010）に示したように，ポー・カレン語において指示詞は文の意味解釈
に大きな貢献をすることがある。側置助詞 lə́を用いた文 (39) と (40) を比較して
みよう。
(39) ʔəwê  mə  ɣɛ ̂  lə ́  θítàʊ  jò
 3sg   irr  来る  loc  病院   この
 彼は病院へ来るだろう
(40) ʔəwê  mə  ɣɛ ̂  lə	́  θítàʊ  ʔò



















(41) phjâ  dʊ́
 店   大きい
 大きな店
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これとほとんど同じ意味を表す言い方として，(42) がある。ʔədʊ́ は，動詞 dʊ́
に名詞化接頭辞 ʔə- が付加されたものであり，「大きなもの」という意味を表す。
この語がどのスロットに現れた要素なのかを考える必要がある。
(42) phjâ  ʔədʊ́
 店   大きなもの
 大きな店
ʔədʊ́ は dʊ́ と違って名詞であり，これ単独でも名詞句を形成することができる。
おそらく，そのことから考えて，この ʔədʊ́ は (41) の dʊ́ と同様の SLOT5 に現れ
た要素ではなく，SLOT4 に現れた要素である。すなわち主要部名詞である。そ




(43) phjâ  dʊ́dʊ́
 店   大きく
 大きな店
例 (43) の dʊ́dʊ́ は繰り返し（reduplication）によって dʊ́ から派生した畳語である。
ポ ・ーカレン語において，繰り返しは，状態動詞に適用されて副詞を形成する（加






着していない形態法である可能性 5 がある。本稿では，さしあたり，SLOT5 には
状態動詞由来の畳語が現れて名詞を修飾する場合もあると考えることにする。
3.9. SLOT2 における名詞句の再帰性（recursion）











(44) phlòʊɴthîkhāɴ |  həθàbáɴ  ||  kòʊɴlwɛ̄
 カレン州      若者      組織
 (a) {   SLOT2   } {   SLOT4   }




句のスロットを (a) と (b) に示した。
(45) phlòʊɴ  |  lə  ɣà |  jò   ||  ʔə  ||  ɣéiɴ
 人      一  ～人   この    3sg   家
 (a) {SLOT4}{  SLOT7  }{ SLOT9 }

























チベット・ビルマ系以外の OV 型諸言語においては NRel すなわち「名詞＋関係節」
という語順が頻繁に観察されるからである。Dryer は，この議論の中で，VO 型
言語における RelN 語順は通言語的に極めて稀であり，その例外として，シナ・
チベット系の Bai と Chinese およびアウストロネシア系の Amis を挙げている。
そして，カレン系諸言語については，チベット・ビルマ系でありながら，VO 型
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の，50 パーセントから 60 パーセント程度である。Kiryu（2012）では，西ベン
ガル州のボド語とネパールのメチェ語をボド語西部方言とし，アッサム州のボロ
語をボド語の東部方言として区分することを提案した。




















例えば，自分の父親は apa となり，聞き手の父親は nəŋpa となり，それ以外の父














の鳥をさす名詞は，表 1 のように dau で始まるものが多い。
daucen 鳥一般 daukataŋ ヤツガシラ
dauka ハシブトガラス daukadan インドブッポウソウ
daunatud カワセミ daubo コサギ
dauto ハト dauwaŋ オオサイチョウ
表 1　dau で始まる鳥類
また，動物の多くは，表 2 のように，mə- という接頭辞を取る。
məca トラ mətam マングース
məpur 熊 məteka ムササビ
məkra 猿 mədəi ヤマアラシ






















(2) a. be bima-bisa məca  nə   ɡumbai-bai-yə,   ma.
   この  母 - 子  虎    EMPH  放牧する - 回る -HAB  何
   なんと，この虎の親子が［牛を］放牧して回らせたのです。
 b. məca=ya  bi	  ɡai=ya=kəu  wat=nə.
   虎 =NOM   その  牛 =DF=ACC   噛む =DAT








(3) a. ✓ məjaŋ  bitai       b.  ✓ bitai  məjaŋ  （質）
     良い   果実          果実  良い
     良い果実           良い果実




(4) a. ✓ ɡeded  bitai       b.  ✓ bitai  ɡeded  （大きさ）
     大きい  果実          果実  大きい
     大きな果実          大きな果実
(5) a. ✓ ɡəcəm  bitai		 	 	 	 	  b.  ✓ bitai  ɡəcəm  （色）
     黒い   果実          果実  黒い
     黒い果実           黒い果実
(6) a. ✓ ɡolɡol  bitai		 	 	 	 	  b.  ?? bitai  ɡolɡol  （形状）
     丸い   果実          果実  丸い




みる 2。まずは，geded（大きい）と gopot（白い）の語が AN/NA 両パタンで現れ 
ている実例のペアである。
(7) a. [A N]
   dudun  ɡeded  ɡeded  la-nanəi haɡra=u  ka-nan  dən-əi-kha.
   縄    大きい  大きい  取る -CP 森 =LOC  結ぶ -CP 置く -DST- 必ず
    大きな大きな縄を持って行って，必ず森に［牛を］つないでおいといで。
（『ドゥッドビール・ドゥドゥビールの話』）
 b. [N A]
   həit,  pəi-naiŋŋa3.		 	 	 	 ɡeded  dudun=jəŋ  ka-ka-dəŋ   aŋ.
   おい  来る -NEG.FUT.EMPH  大きい  縄 =COM   結ぶ - 必ず -CONT 1SG
    ふん，［牛が戻って］来るわけない。大きな縄で確かに結わったって
んだ。（『ドゥッドビール・ドゥドゥビールの話』）
(8) a. [A N]
   be  ɡopot  ɡorai=ya=kəu  hot=cai.
   この  白い   馬 =DF=ACC    やる = 促し
   この白い馬を頂戴な。（『ドゥッドビール・ドゥドゥビールの話』）
2 採録した物語からのものは，その物語名を日本語訳の後に付す。何もない場合は，チェック済みの作例である。
3 -naiŋŋa は，本来は =nai	əŋ-a [=NMLZ COP-NEG.NONPST] と形態素分析できるが，全体として強意的な非過去否
定接辞に文法化していると言える。また，名詞化辞自体が，未来を表す時制接辞としても文法化している。例え
ば，taŋ-nai で「行く - 未来」という意味になる。
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 b. [N A]
   əu,  kəla  kona=jəŋ  hai,  daubo  ɡopot=na  bir-dəŋ.
   うん  南   方角 =COM  FOC  白鷺   白い =NOM  飛ぶ -CONT




(9) jəŋ  ɡərib  mansi,  hənəi!
  1PL  貧しい  人間   見ろ
  ご覧のとおり，私たちは貧しい身。（『ドゥッドビール・ドゥドゥビール 
の話』）
(10)  muke  slok, ɡəlau  slok=ŋa  judi  kənacoŋ-nai  həŋ-bla,  mane, 
  大きな  物語  長い   物語 =DF  もし  聴く -FUT   言う - なら  FIL 
 məkra  bir=ni    cələŋ-naɡəu.
 猿    勇敢な =GEN  習う - 義務
  偉大な物語，長い物語をもし聞くと言うならば，さて，「勇敢な猿」のを
習わなければならんな。（『勇敢な猿の話』）
(11) ayəi,  ma  ece  ɡusu   dəi!
  INTJ  何   少し  冷たい  水
  ああ，なんて冷たい水なんだ。
(12) bi  ɡəjam  bucula  ɡaŋ-dəŋ.
  3SG  古い   服    着る -CONT
  彼は，古い服を着ている。
・NA の例
(13) e,   məjaŋ-əi    susa-nanəi  hai  dəi  ɡətar  dəikor=niprai
  おい  きれい -EMPH  拭く -CP   方   水   清い   井戸 = から 
 labə-nanəi,	 	 	 hə-pəi.




(14) bi  mai  bidaŋ  ɡəlau  labə-nai.





(15)   a. hinjau	ɡədan  b. hinjau	ɡibi  c. hinjau	ɡoto







	 Quality	>	size	>	shape	>	color	>	provenance	 	 (Sproat	&	Shih	1991)
収録データからは，2 つ以上の形容詞が連続している例を 1 例だけ見つけるこ
とができた。
(17) be,   həəə   hən-nan  bir-bai-yə    na  bir-bai-ya? 
  これ  ONOM  言う -CP  飛ぶ - 回る -HAB  か   飛ぶ - 回る -NEG.HAB 
 ɡeded,  ɡeded  ja-yə,   ɡeded  ɡəcəm.






(18)   1   2    3    4
 məjaŋ ɡeded  ɡolɡol  ɡəcam  entai labə.
  良い  大きい  丸い   黒い   石   持って来る .IMP
  良い大きい丸い黒い石を持ってこい。
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メチェ語では，Provenance に当たる形容詞がない 4 ため，それ以外の 4 つの形
容詞について，2 つずつ相対的な語順について調べた。その結果，l ＞ 2 ＞ 3 ＞ 4
の語順の階層性が認められ，AOR に従う語順がもっとも自然であった。つまり，
相対的な語順は，A1 を階層の上の形容詞（小さい数字），A2 を階層の下の形容詞
（大きい数字）とすると，必ず，A1 A2 N の順で並ばなければ容認されないという
ことである。
興味深いことに，主要部名詞の左右に 2 つの形容詞を配置した場合，階層性に
かかわりなく ANA という語順は許容されなかった。また，N A A という語順で
確認した場合，N A2 A1 とミラーイメージとなるもののみが，許容された 5。
2.5. 数量類別詞による修飾
メチェ語には，数量類別詞が豊富に存在する。少なくとも	Meche	&	Kiryu（2012）
には，約 100 の類別詞が挙げられている 6。メチェ語の数量詞は拘束形態素で，1
～ 5 までの数字がつく。6 以上は，インド＝アーリア語由来（ベンガル語・ネパー
ル語）の数詞と類別詞の組み合わせで表される。この場合の類別詞は，人の jən






類別詞句は，名詞句内で形容詞同様名詞の前 (19) にでも後ろ (20) にでも置く 
ことができる。
(19) [Clf N]
 ɡələiɡlam=ma=kəu buŋ-naini   mən-ce kəta  doŋ  na ɡəiya?
  子供 -DF-ACC     言う -NMLZ  CLF-l  話   ある  か  ない .NONPST
  直訳：子供たちに語ってきた l つの話がありますか，ありませんか。
  意訳：子供たちに語り継がれてきたお話が何か一つありませんか。（「Gala 
Meche	interview」）
(20) [N Clf]
 oho,  bəhai  hinjau  sa-ce  doŋ-ŋə   lai.
  あれま  ここに  女    CLF-l  いる -HAB  よ
  あれま，ここに女が一人いるよ。
 4 nepal=ni のように場所名詞＋ =ni（属格）で表される。




格標識やディスコースマーカー 7 は (21) や (22) のように名詞句全体の最後尾に現
れる。
(21) [N Clf]=CASE
 bi   udəi  tai-ce=kəu  lai  cər  tə   pəsi-nai?
  その  腹   CLF-l=ACC  FOC  誰   一体  養う -FUT
  直訳：その腹を l つ，誰が一体養うってんだ。
  意訳：そいつを一体誰が養うってんだ。（『ドゥッドビール・ドドゥビール』）
(22) [N Clf]=DF（ディスコースマーカー）
 daucen  ma-ce-yan   ɡautat-nə    ha-ya=bla,       ma 
  鳥    CLF-l-DF.EMPH  打ち殺す -SUB  できる -NEG.NONPST= 時  何 
 tə   sikar  ɡele-nə  pəi-dəŋ?
 一体  狩り   遊ぶ -SUB  来る -CONT






以下の (23) から (26) までは，指示詞（Dem）と形容詞（A）・類別詞（Clf）が
組み合わさった場合の実例である。
 7 ディスコースマーカー（DF）は，=a という形態素で表され，基本的に主格標識と同形態である。二項動詞の動
作主項 A に現れる場合は，主格とみなし，被動者項 O に現れる場合は，DF とみなしている。DF は，その後ろ
に対格標識 =kəu も取ることができる。DF の基本的な機能は，ディスコース中で被動者項が一貫して焦点とな
っているような場合に現れる。(22) の例では，鳥を仕留めることができるかというのが，話の焦点となっている
ので，DF が付いている。
数 数詞 例（人） 例（動物） 例（物） 例（キロ）
l -ce sa-ce ma-ce mən-ce ser-ce
2 -nəi sa-nəi ma-nəi mən-nəi ser-nəi
3 -tam sa-tam ma-tam mən-tam ser-tam
4 -brəi sa-brəi ma-brəi mən-brəi ser-brəi
5 -ba sa-ba ma-ba mən-ba ser-ba
6 cəi- cəi-jən cəi-ta cəi-ta cəi-kilo




 əmpane,  be  ɡopot  ɡorai=ya=kəu  hot-cai.
  それから  この  白い   馬 =DF=ACC    やる - 促し
  それから，この白い馬を頂戴な。（『ドゥッドビール・ドゥドビール』）
(24)	 [Dem	N A]
 bi  mai  bidaŋ  ɡəlau  labə-nai.
  3SG  稲   穂    長い   持って来る -FUT
  彼は稲穂の長いのを持って来る。（DIC：labə の例文）
(25) [Clf N ]
 bi   ban-ce  bon  labə-aʔ.
  その  束 -l   薪   持って来る -PST
  その一束の薪を持ってきた。（DIC：ban の例文）
(26) [ N Clf]
 bi   udəi  tai-ce=kəu  lai   cər-tə    pəsi-nai?





Grennberg は，これらの要素の配列について，以下のように Universal	20 を挙げ
ている。







るが，NP が上に位置する Agr の Spec を移動して行くことで異なった語順が得ら
れ，この移動および pied-piping によって，可能な語順と不可能な語順とを予測
するとしている。詳しい分析については立ち入らないが，Cinque の分析では，4







(28) a. パタン l	[Dem	Clf	A	N ]
   be  tai-tam  məjaŋ  taijəu=kəu   aŋ  laŋ-nai.
   この  CLF-3  良い   マンゴー =ACC  1SG  持って行く -FUT
   僕はこの 3 つの良いマンゴーを持って行く。
 b. パタン 2	[Dem	A	Clf	N ]
   be  məjaŋ  tai-tam  taijəu=kəu   aŋ  laŋ-nai.
   この  良い   CLF-3  マンゴー =ACC  1SG  持って行く -FUT
   ? 僕はこの良い 3 つのマンゴーを持って行く。
 c. パタン 3	[Dem	A	N Clf]
   be  məjaŋ  taijəu   tai-tam=kəu  aŋ  laŋ-nai.
   この  良い   マンゴー  CLF-3=ACC   1SG  持って行く -FUT
   僕はこの良いマンゴー 3 つを持って行く。
	 d.	 パタン 4	[Dem	Clf	N A]
   be  tai-tam  taijəu   məjaŋ=kəu  aŋ  laŋ-nai.
   この  CLF-3  マンゴー  良い =ACC   1SG  持って行く -FUT
   * 僕はこの 3 つのマンゴー良いを持って行く。
 e. パタン 5	[Dem	N A Clf]
   ?be  taijəu   məjaŋ  tai-tam=kəu  aŋ  laŋ-nai.（cf. e.g. (30)）
   この  マンゴー  良い   CLF-3=ACC   1SG  持って行く -FUT
   * 僕はこのマンゴ良い 3 つを持って行く。
 f. パタン 6	[Dem	N Clf A]
   be  taijəu   tai-tam  məjaŋ=kəu  aŋ  laŋ-nai.
   この  マンゴー  CLF-3  良い =ACC   1SG  持って行く -FUT
   * 僕はこの 3 つのマンゴー良いを持って行く。









attributive ではなく reduced	relative	clause（RCC）type の場合であり，また，この
語順を許す言語でも，パタン 1 の Det	Num	A	N の語順も同時に許すことから，
Cinque の仮説に対する純粋な反例になるのは，パタン 2 の Det	A	Num	N の語順
しか許さない言語が見つかった場合に限ると主張している。この点からすると，
メチェ語自体は，Cinque の枠組みに対する反例とはならない。しかし，メチェ
語の形容詞が attributive なのか，RRC なのかについては，一考の余地がある。
メチェ語の名詞を修飾する形容詞が reduced	relative	clause なのかについては，
現時点では十分な検証ができないが，その可能性は否定できない。もともと，形
容詞のうち初頭子音が g で始まるものの多くは，動詞に ɡV-（V は任意の母音）
という接頭辞をつけて形成される。この ɡV- は，他の TB 言語では名詞化辞とし
て考えられている。また，TB 諸語の多くは，ネワール語のように名詞化辞がそ














さて，パタン 3 からパタン 6 は，すべて Cinque（2005）の枠組みでも派生さ








(29) パタン 4 [Clf N A]
 mən-ce  cəuri  ɡedet  doŋ  nə.
  CLF-l   草原   大きい  ある  HEARSAY
  ひとつ大きな草原があったそうな。
(30) パタン 5 [ N A Clf]
 ɡənəi   taŋ-nanəi  para=u  hai  naɡri-bai-nanəi  hai  ɡorai 
  それから  行く -CP  村 =LOC  方   探す - 回る -CP   方   馬 
 ɡopot  ma-ce  bai-nan  la-i-bai,    bicər.
 白い  CLF-l  買う -CP  取る -DIST-PFT  3PL
  で，行って，村の方で探して，白い馬一頭買って持って行ったんだ，二
人は。
(31) パタン 6 [ N Clf A]
 waʔ  mən-ce ɡəlau  dan-nanəi,  hicri   katot-nanəi  waʔ 
  竹   CLF-l  長い   断つ -CP   ボロ布  巻く -CP   竹 
 bijəu  hai  laŋ-də.

















(32) cin-ɡra   mansi  naŋɡri-naɡəu  ja-bai.
  切る -NMLZ  人    探す - 必要だ   なる -PFT
  ［木を］切る人を探さなければならなくなった。（『雀のおじさん』）
(33) a. ja-ɡra     məŋŋa
   食べる -NMLZ  もの
   食べ物（被動者）・食べるための物（道具）
 b. india  taŋ-ɡra    lama
   インド  行く -NMLZ  道
   インドヘ行く道（経路）
3.2.　-nai による連体修飾
-nai は，命題をコトに変換する名詞化辞である。
(34) ɡəra  ɡeded  nə.    ja-nai     ləŋ-nai    ɡan-nai, 
  旦那  大きい  HEARSAY  食べる -NMLZ  飲む -NMLZ  着る -NMLZ 
 jum-nai,    pura  doŋ.






(35) ɡabən  taŋ-nai,  nəŋ?





(36) lum ja-nai   somai=au nai-nanəi  nəŋ  ɡeded  ɡun  kəcam-bai.
  熱  なる -NMLZ 時 =LOC  見る -CP  2SG  大きい  好意  する -PFT
  病気になった時に世話してくれて，君は非常に良くしてくれた。
しかし，文脈で解釈が強制されれば，未来の動作を表すこともありうる。
(37) ɡabən  taŋ-nai   lama=ya  honai  be.
  明日  行く -FUT  道 =NOM  あっち  これ
  明日行く道はそいつだ。
3.3.　-naini による連体修飾
-naini という形式も存在する。これは，名詞化辞 -nai と属格 -ni とが結合した
形式で，連体修飾辞としては，完了したこと，過去に起きたことのみを表す。
-nai だけの場合と異なり，未来は表さない。
(38) aŋ  bai-naini      leka  mahai  doŋ?
  1SG  買う -NONFUT.NMLZ  本   どこ   ある
  僕が買った本はどこにあるの？
(39) ojai  ta-naini      cinɡri=ya  aŋ=ni   bisajə.
  そこ  いる -NONFUT.NMLZ  少女 =NOM  1SG=GEN  娘
  あそこにいる女の子は，俺の娘だ。
(40) bi  aŋ=ni   noʔ=au  pəi-naini    mansi.





(41) mənbə  ɡəi-yi      mansi
  何も   ない -NEG.NMLZ  人
  何にもない人
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(42) ɡəsə=au  san-yi      kəta  kənacoŋ-nanəi  aŋ=kəu  bi=yə 
  心 =LOC   考える -NEG.NMLZ 話   聴く -CP    1SG=ACC  3SG=NOM 
 cək   kəcam-bai.
 驚き  する -PFT
  思いもしなかったことを聴いて，私は彼にびっくりさせられた。
-yi は，過去否定形を表す時制接辞と同形である。
(43) jəŋ  haba  ɡəi-yi     mən.
  1PL  仕事  ない -NEG.PST  PST
  私たちは仕事がなかった。
しかし，過去否定を表す -yi と連体修飾節に表れる名詞化辞の -yi とは別物と




(44) aca,  nəcər=ne  ja=nə    ɡəi-ya       ləŋ=nə 
  OK   2PL=GEN   食べる =DAT  ない -NEG.NONPST  飲む =DAT 
 ɡəi-yi=kəu     aŋ  pura  bənai-nai.







定されており，所謂 reduced	relative	clause というよりは，純粋に attributive	
adjective の特徴を備えている。また，形容詞，類別詞，主要部名詞の配列は自由
ではなく，6 パタンしか許容されないことが分かった。また，このパタンの 1 つ
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(1) DEM + Noun-ca + all
	 ᴸta,	 	 ᴸtoso	 ᴴucyu	 	 ᴴɬa-ca	 	 4kāŋmo	 	 ᴸnya-se	 	 	 ᴸtoso	 ᴸkom-pin
	 then	 	 now	 	 that	 	 	 god-ART	 all		 	 	 	 1pl.incl-ERG	 	 now	 	 pray-HBT
  ʻThen,	we	pray	(to)	all	those	gods.ʼ
(2) Noun-GEN + Noun
 ²the-i	 	 	 ᴸtim		 ᴸhin
 3sg-GEN  house  be
  ‘(This) is his/her house.’
(3) [[DEM + Noun]-GEN Noun-ca]
	 “ᴴcu		 ᴴkolā-i	 	 ᴴsya-ca	 	 ᴸtak	 	 ᴴca-li,	 	 	 ᴸkate	 	 	 ᴴlim-ka-i”
	 this	 	 girl-GEN	 	 flesh-ART	 	 PTCL		 eat-COND	 	 how.much	 	 tasty-DIR-GEN
	 ᴸpi-se,	 	 ᴴkolā-ca-ra	 	 ᴸtak	 	 ᴴca-cyu-wa









 ᴸtim		 	 ᴴthe-wa	 	 ³so-ci
	 house		 	 big-NMLZ	 	 make-PAST
  ‘(He)	made	(a)	big house.’
(5)	 Noun	+	Adj-NMLZ	+	Num
 ᴴkoᴴʈhā	 ²the-wa	 	 ²som	 	 ᴴthen	 	 ᴴcyāŋ-pa	 	 	 ²som	 	 ᴴmu
	 room	 	 	 big-NMLZ	 	 three	 	 	 and	 	 	 small-NMLZ	 	 three	 	 	 be





辞の一つが (4)，(5) で見られる名詞化接辞 -pa/-wa であるが，形容詞が，先行す






4kāŋmo	‘all’，次の例 (6) の ᴸkate	‘how	many,	how	much’ なども名詞化された形容詞
と同じくそれ自身が名詞句の主要部となることができるので，同様の分析が可能
である。つまり (4) の ᴸtim	ᴴthe-wa は ‘(a) big house’ というよりは ‘(a) house, big 
one’，(5) の ᴴkoᴴʈhā	²the-wa	²som は ‘three	big	rooms’ というよりはむしろ ‘room(s),	
big	one(s),	three	ones’，(6) は ‘In	this	house,	room(s),	how	many	are	(there)?’ と訳した
方が適当かも知れない。
(6)	 Noun	+	ᴸkate
	 ᴴcu	 	 ᴸtema	 	 ᴴkoᴴʈhā	 ᴸkate	 	 	 ᴴmu-wa
	 this	 	 at.house	 	 room	 	 	 how.many	 	 be-NMLZ
  ‘How	many	rooms	are	there	in	this	house?’
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 ᴴkyu	 	 ᴴɬap		 ᴴpin-o
	 water		 	 hot	 	 give-IMP
  ‘Give	(me)	hot	water.’
(8)	 Noun	+	Adj-NMLZ	+	Mod
 ᴸkolā	 	 ᴸpep-pa/²khe-wa	 	 	 ᴴkālo	 	 ᴸkyu-ci




えば例 (9a) における tʌ̀rkya	‘white’）は（名詞句の主要部にはなれないという点で）
名詞でもなく，また，名詞化接辞が付くことができる形容詞（例えば例 (9b) に
おける ¹thyʌ-	‘big’）とも異なると述べている。ただし，前者を ‘simple	adjective’，
後者を ‘verb-like	adjective’ と呼び，区別しつつも，どちらも ‘adjective’ と呼んで
いる。ちなみに，Genetti	et	al.（2008: 115）は後者を ‘deverbal	adjective’ と呼んで
いる。
(9) Manangba
a. 4khye	 	 tʌ̀rkya=ri
	 road	 	 	 white=LOC















	 ²kheppa	 	 ᴴkhuyuk-ca-ra		 	 	 ᴴkome		 ᴸri	 	 ¹mu-cyu-wa
	 old.man	 	 	 old.woman-ART-DAT	 	 GD	 	 	 one	 	 be-PAST-NMLZ
  ʻTo	the	old	man	(and)	old	woman,	there	was	one/a	granddaughter.ʼ
著者のインフォーマントはこの ᴸri を常に ‘one’ と訳し，数詞 ‘one’ の本来の形
ᴸki(:) と意味の上で何の違いもないと説明していることから，著者はこれを注釈






	 ²the-ra	 	 ᴸtim		 ᴴte	 	 ᴴcyāŋ-pa		 	 ᴸri	 	 ¹mu	 	 /ᴸhon
	 3sg-DAT		 house		 a.bit	 	 small-NMLZ	 	 one	 	 be		 	 /be





 2 例 (11) はまた，Hte	‘a	bit’という語が名詞化された形容詞に先行していることを示しているが，このように形容
詞を修飾する語は常に形容詞に先行する。
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ついて，拘束形式の -ri と共に非拘束形式（non-bound）の 4r̥i: も併記されており，
後者については，それ自身が名詞として ‘somebody’ といった意味で使用されて
いる例も掲載されており，音調（tone）を保ったままの独立した語から拘束形式
の -ri へと文法化される過程にあるように思われる。タンベにおいても ᴸri は音調
を（少なくとも完全には）失っておらず，また前述した通り，著者のインフォー





くつかある。その一つが例 (1)，(3)，(10) に見られる -ca である。これは隣接す
るタカリ語 Marpha 方言などに見られる ‘plural	marker’	-ca（Georg	1996;	Georg の
表記では -cā）と同源と考えられること，また著者のインフォーマントがこれを
やはり plural	marker として説明していたことから，著者ははじめこれを plural 
marker であると誤って理解していたが，その後，明らかに単数の人物・対象物
を指している名詞に使われている例が数多く見つかってきた。例えば例 (3) で
-ca が付いている名詞 ᴴsya	‘meat,	flesh’ が表しているのは数えられるようなもので
はないし，以下の例 (12) の ᴴucyu	ᴸmi	³po-wa が指しているのは複数の人物ではな
く，この物語の中で既出の人物，死んだ息子の父親個人を指している。
(12)	 ᴸtakce,		 ᴴucyu	 ᴸmi	 	 ³po-wa-ca-se,	 	 	 “ᴴŋa-i	 	 ³ca-ten		 ᴴcāŋ		 ᴸhin-ka;
	 then	 	 	 that	 	 person	 rich-NMLZ-ART-ERG	 1sg-GEN	 S-with	 	 SW	 	 be-DIR
	 ᴸta	 	 ᴴcu	 	 ᴴnimyā	 ᴸni-pa-ra	 	 	 	 ᴴŋa-se	 	 4pā-tok-ka”	 	 	 ᴸpi-se,
	 then	 	 this	 	 bird	 	 	 two-NMLZ-DAT	 	 1sg-ERG	 bring-have.to-DIR		 say-SEQ
 4pā-cyu-wa
 bring-PAST-NMLZ
  ʻThen, that	rich	person	(i.e.,	 the	father	of	the	son)	said,	“(They,	i.e.,	 two	birds)	
(must)	be	my	son	and	son’s	wife;	I	have	to	bring	those	two	birds	back”,	(and)	
brought	(them)	back	(to	his	house).’





タマン語の ‘topic	marker’	4ca などと歴史的に関係していると考えている 3。
 3 ただし，タンベでは指示詞‘that’は例 (12) に見られる ᴴucyu であり，-ca の同源形は指示詞としては使われてい











本章では，タンベにおける二つの名詞化接辞 -pa/-wa と -la(ŋ)，そしてそれらに









方言において，-pa や -wa といった形の名詞化接辞による名詞化が広く見られ，
それぞれの文法において極めて重要な位置を占めている。タンベの名詞化接辞




noun	(infinitive)	suffix’	*-pa ～ *ba として再構築しているが，同じく PTB で再構築
している ‘gender	suffix	(masc.)’	*-pa とも関係しているとしている。また，




























	 cá		 	 pra-bá-e	 	 	 	 	 mxi	 	 	 jaga
	 that	 	 walk-NMLZ-GEN	 	 person	 	 PL
  ‘those	walking	people’	(=sentries)	 (originally	from	Glover	1974:	97)
(14) Chantyal
	 gay-ye		 	 sya	 	 ca-wa	 	 	 mənchi
	 cow-GEN	 	 meat	 	 eat-NMLZ	 	 person












(15) ᴸkolā	 	 ᴴkhu-i		 	 ᴴsapun	 	 ᴸhin
	 clothes	 	 wash-GEN	 	 soap	 	 	 	 be
  ʻ (This) is (a) soap	to	wash	clothes.ʼ
(16)	 ᴴŋa	 	 ᴴkha-i		 	 ᴴhapta-ra	 	 ᴸpalpu-ri	 	 	 	 ¹ni-sin
	 1sg	 	 come-GEN	 	 week-DAT	 	 	 Kathmandu-LOC	 	 go-FUT
  ʻI	will	go	to	Kathmandu	(this)	coming	week.ʼ
(17)	 ᴸtakce	 	 ²ke-ri	 	 ᴴkyu	 4pa-i	 	 	 ᴸkyor-ca     4kāŋmo	 ᴸʈi:-ca
	 then	 	 	 field-LOC	 water		 bring-GEN	 	 irrigation.canal-ART	 	 all		 	 	 flood-ART
	 ²kyā		 	 ᴸpor-cyu-wa
	 PTCL		 	 take.away-PAST-NMLZ
  ‘Then,	the	flood	took	the	irrigation	canal(s)	(that)	bring	water	to	field(s),	all	away.’
(18)	 ᴸsyu:-ra	 	 ᴴucyu	 	 ᴴra	 	 ¹cha-wa-ra	 	 	 	 ¹ne-i		 	 ᴸmi-ca-se
	 later-DAT	 	 that	 	 	 goat	 	 graze-NMLZ-DAT	 	 go-GEN	 	 person-ART-ERG
	 “ᴴtā:		 ᴸhin-pi-la		 	 ᴸote-wa	 	 	 	 ᴸri”	 	 ᴸpi-se	 	 ᴸse-na	 	 	 	 ¹la-se
	 what	 	 be-CONF-Q	 	 this.much-NMLZ	 	 one	 	 say-SEQ		 good-ADVLZ	 	 do-SEQ
	 ᴴcyā-laŋ-ten	 	 	 ²thi-ma		 	 ᴸni-pa	 	 	 	 ᴸlyāŋmo	 	 ¹sye:-wa
	 look-NMLZ-when	 	 3pl	 	 	 	 two-NMLZ		 	 talking	 	 	 speak-NMLZ
  ‘Later,	that	person,	(who)	went	to	graze	goat(s)	said,	“What	is	this	(lit.	What	is	




タマン語やタカリ語 Tukche 方言などの例から推測するに，名詞化接辞 -pa と属
格標識 -i が融合した形（< *-pa-i）と思われる 5。
(19)	 ¹che		 	 ᴴlop-pi		 	 	 	 	 ᴸkyā
	 book	 	 	 learn-NMLZ.GEN	 	 place
  ‘place	to	study	(i.e.,	school)’
 5 属格標識が名詞に付く場合，r を除くすべての環境で属格標識は -i という形態で現れ（r の後では -ki となる），
-pi という形が現れることはなく，例 (19) や (20) のように -pi という形が現れるのは子音で終わる動詞・形容詞
語幹の後のみである。
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(20)	 ᴴmiŋ	 	 ᴴkon-pi	 	 	 	 	 ᴸkolā
	 female	 	 wear-NMLZ.GEN		 	 clothes
  ‘dress	for	female	to	wear’
しかし，インフォーマントはこの -pi を名詞化接辞 + 属格標識として認識して
いるわけではなく，また，例 (15)–(18) のように動詞語幹が母音で終わるケース
での動詞語幹 -i の形を，名詞化接辞 -pa が省略されたものと認識しているような







(21)	 ᴴcu	 	 ᴴāsyāŋ-ce	 	 ᴴpin-ci-i	 	 	 	 ¹che		 ᴸhin
	 this	 	 uncle-ERG	 	 	 give-PAST-GEN	 	 book	 	 be
  ‘This is (a) book	(that	my)	mother’s	brother	gave	(to	me).’
(22) Chantyal
	 gay-ye		 	 sya	 	 ca-si-wa	 	 	 	 mənchi
	 cow-GEN	 	 meat	 	 eat-ANT-NMLZ	 	 person




(23)	 ᴴti-rā	 	 ᴴno,		 ᴸmince,	 	 ᴴha:ᴸlena	 ²the-i	 	 ᴸʈi:	 	 ᴴyu-cyu-wa
	 one-day	 	 TOP	 	 night	 	 	 	 very	 	 	 	 big-GEN		 flood	 	 come.down-PAST-NMLZ
  ʻOne	day,	(at)	night,	(a)	very	big	flood	came.ʼ
このようにタンベでは (4) などのように，形容詞が名詞の後に置かれる構文と
 6 ただしこうした構文は，(8) で示した構文同様，すべて elicitation で収集したものであり，これまでのところテキ
ストでは見つかっておらず，更なる調査・確認が必要であることを付記しておく。












a.	 mgyogs-po-i	 	 rta
	 fast-NMLZ-GEN	 	 horse
  ‘fast	horse’
b.	 rta	 	 mgyogs-po
	 horse		 fast-NMLZ
  ‘fast	horse’		 	 	 	 	 	 (Noonan	2008;	originally	from	Beyer	1992)
古チベット語におけるこれらの構文は，(25) のような，動詞を含む関係節の構
造と基本的には同じであり，特に区別して扱う必要があるものではなく，(24ab)




a.	 bla-ma-s	 	 btul-ba-i	 	 	 	 	 bgegs
	 lama-ERG	 	 tame-NMLZ-GEN	 	 demon
  ‘the	demon	which	the	lama	tamed.’
b.	 bgegs	 	 bla-ma-s	 	 btul-ba
	 demon	 	 lama-ERG	 	 tame-NMLZ
  ‘the	demon	which	the	lama	tamed.’	 (Noonan	2008;	originally	from	Beyer	1992)






はこの DeLancey の見解に同意の意を示し，チャンテル語における例 (14) や以下
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の (26) のような構文，つまり関係節が属格標識無しで名詞に先行する関係節も
古チベットの (25b) などと同様，基本的には nominal（名詞類）であり，後続す
る名詞を修飾しながらもそれと同格であると分析し，例えば (26) のケースでは，
修飾する名詞の前に置かれている reysi	thũ-wa は agent	nominal であり，その基本
的な意味は ‘drinker	of	raksi’ であると述べている。
(26) Chantyal
	 reysi	 	 thũ-wa		 	 	 mənchi
	 raksi	 	 	 drink-NMLZ	 	 person
  ‘the	person	who	drinks	raksi’        (Noonan 2008: 226)
更に Noonan（1997）は，以下の例 (27) のように，チャンテル語本来の形容詞




	 thya-wa	 	 	 kalce	 	 naku
	 big-NMLZ	 	 	 black		 	 dog
  ‘big,	black	dog’              (Noonan 1997: 377)
このような分析に対し，Genetti	et	al.（2008: 115）はマナン語の例を使いながら，
例 (9b) の thyʌ-pʌのような，名詞化接辞 -pʌによって名詞化された形容詞は ‘lexical	
noun’ ではなく，また，先行する名詞に対して同格的ではなく，従属的な関係に
あると主張していることは 2. で述べた通りである。以下，例 (9) を再録する。
(9) Manangba
a. 4khye	 	 tʌ̀rkya=ri		 	 	 (simple	adjective)
	 road	 	 	 white=LOC
  ‘on	the	white	road’	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (Hildebrandt	2004:	54)
b.	 ²kyu		 	 ¹thyʌ-pʌ=ri	 	 	 (deverbal	adjective)
	 water		 	 big-NMLZ=LOC
  ‘in	big	water	(like	a	river)’	 	 	 	 	 	 	 	 (Hildebrandt	2004:	60)
このように分析する理由・根拠を Genetti	et	al.（2008:	115,	note	21）は二つ上げ


























































ても Taylor（1970）は ‘Tamang	Texts’ であり，例文が多く，すべてのケースをチェッ
クできているかどうかわからないが），動詞語幹に名詞化接辞の -pa，そしてその
後に属格標識 -i が付く形，V-pa-i か，動詞語幹に直接 -pi という接辞が付く形，
V-pi のいずれかであるようだ。後者はタカリ語 Tukche 方言の -we/-pe，あるいは
後述するマナン語のケースなどと同様，名詞化接辞 -pa と属格標識が融合した形
であると考えられる。





Noonan が触れているように，Hildebrandt（2004: 113）は ‘At	times	in	relativised	
contexts	the	vowel	quality	of	/ʌ/	fronts	and	sounds	like:	[pe]	or	[pœ]	…	This	phonetic	
alternation	does	not	 appear	 to	 correlate	with	 any	particular	 functional	difference,	
however’ と述べており，この phonetic	alternation の由来・起源をどう解釈するか
で見解が分かれるところである。Delancey（2005）はこれを，グルン語などに見





プー語における関係節化においては，‘present’ の意では名詞化接辞 -pɛ が使われ
るのに対し，‘past’ の意では -pi という形が使われるが，この後者の -pi の母音 i は，
copula	mu などの後に付き，同じく ‘past’ の意を表す接辞 -i が起源である可能性
が高く，ナル・プー語の属格標識 -ye/-i（Noonan 2003）が起源である可能性を ‘isn’t	
likely’ であると述べ，Hildebrandt が記述している phonetic	alternation もナル・プー
語と同じようなシナリオである可能性を指摘している。第二の点は，Noonan が
指摘しているように，Hildebrandt の grammar ではマナン語の属格標識は -lʌ であ
り，Hildebrandtが報告している phonetic	alternation	[pe]～ [pœ]を説明するには，[pe]
～ [pœ] は -lʌ とは別の（おそらくそれより古い）属格標識 *-i（あるいは -*e）が
名詞化接辞についたものであると想定する必要があるということである。とは言
え，Noonan も述べているように，属格標識 -i あるいは -e といった形はタマン諸
語・方言の多くで見られるものであり，こう想定することにそう大きな問題はな
く，現在のところ，マナン語の phonetic	alternation	[pe] ～ [pœ] の起源は明らかで
ないと言うしかない。
次に Hoshi（1986）の記述であるが，こちらでは，節の最後尾に位置する動詞
に名詞化接辞と思われる -pə が付き名詞化された後に接辞 -ʔa が付き関係節化さ
れるとされている。Hoshi（1986）には明記されていないのだが，この接辞 -ʔa
はその形，分布（母音 ə の後で欠落する）とも属格標識 -ʔa と同じであり，同一
の形態素であると推測される（Hildebrandt の記述での属格標識 -lʌ と同じものだ
と思われる）。つまり関係節化にあたって属格標識が使用されているわけであり，
Hildebrandt の記述とは大きな違いである。Hoshi（1986: 287）によれば，この -ʔa
は母音 ə の後でしばしば欠落するとのことであるのだが，名詞化接辞 -pə と -ʔa
が融合することがあるというような記述や例はない。そして，a という母音の音






Noonan 自身が Noonan（1997: 384–5）で，‘the	genitive	is	omitted	in	“fast	speech”’
と言及しているように，Glover（1974: 89）にそのような記述と例があり，状況
はタカリ語 Tukche方言や西タマン語と同様，決して ‘to	use	the	genitive	consistently’
とは言えないのであるが，どうして Noonan が Noonan（1997）ですでに把握して
 9 Hildebrandt と Hoshi 間のこの記述の違いが彼らのインフォーマントにあることは疑いないが，Hildebrandt の第一
















タンベには -pa/-wa の他にもう一つの名詞化接辞，-la(ŋ) がある（著者の第一イ
ンフォーマントはこれを常に -laŋ と発音するが，もう一人の第二インフォーマ
ントはこれを常に -la と発音しており，バリエーションが見られる）。この -la(ŋ)
は以下の例 (28)，(29) のように，属格標識が付いた人称代名詞や疑問代名詞 ‘who’
の後に付き「私のもの」，「誰のもの」といった意味を表すのに使用される。
(28) ᴴsu-i-laŋ		 	 	 ᴸhin-pa
	 who-GEN-NMLZ		 be-NMLZ
  ʻWhose	is	this?ʼ
(29) ᴴŋa-i-laŋ		 	 	 ᴸhin	




(30) Hcu  Hca-i-laŋ-ca    Hucyu	 	 Lpisi-ca-ra   Hpin-o
	 this	 	 eat-GEN-NML-ART	 	 that	 	 	 baby-ART-DAT	 	 give-IMP









(31)	 ᴴŋa	 	 ᴴken		 ᴴca-se  ¹mu-laŋ-te(n)		 ²the	 	 ᴴkha-ci
	 1sg	 	 meal	 	 eat-SEQ	 	 be-NMLZ-when	 	 3sg	 	 come-PAST
  ‘When I was	eating	a	meal,	s/he	came.’
この -laŋ-te(n) の -laŋ は，先に述べた別の名詞化接辞 -pa/-wa に置き換え可能で
あり，この点で，この構文において -laŋ は -pa/-wa と同じ機能を果たしていると
言える。
(32)	 “ᴴhe:	 ᴴŋa-i-laŋ	 	 	 ᴴno	 	 ᴴā		 	 ᴴkha-cin	 	 ᴸpi-se	 	 ᴴnari	 	 ᴴnari	 ᴴra
	 IJ	 	 	 1sg-GEN-NMLZ	 TOP	 	 NEG	 	 come-RES	 	 say-SEQ		 before	 	 before	 goat
	 ᴸtaŋ-ce		 	 ¹ne-wa-ten	 	 	 ᴴnana-se	 	 ᴴnya-cyu-wa
	 drive-SEQ	 	 go-NMLZ-when	 	 eZ-ERG	 	 	 call-PAST-NMLZ














西タマン語，タマン語 Dhankute 方言，グルン語 Ghachok 方言とマナン語に存在
している。前者の系統はBenedict（1972:	89,	note	260;	96）が “a	genitival	(subordinating)	













-laŋ の前に属格標識が使用されていないが，これはタカリ語 Tukche 方言でも同
様である。
(33) Yhulkasom	Thakali	(Syang)
a.	 ᴴcu	 	 ²su-laŋ		 	 ᴸhi-me
	 this	 	 who-NMLZ		 be-MIR.Q
  ‘Whose	is	this?
b. ¹ŋa-laŋ	 	 ᴸhi-mo
 1sg-NMLZ  be-MIR
  ‘(This) is mine.’
この両者の間に挟まれた西タマン語，グルン語，マナン語では，タンベの
-la(ŋ) などの名詞化接辞と，東タマン語などの属格標識 -la が歴史的に関係してお
り同源であることを示す興味深い言語現象が見られる。まず，セケ語，タカリ語
と地理的に最も近いマナン語にはこの系統に繋がる形態素として，先に 3.2.2. で
述べた属格標識 -ʔa（Hoshi	1986;	Hildebrandt	2004 の記述では -lʌ）と名詞化接辞
-lə の二つが併存している（Hildebrandt	2004 ではこれについての記述，例文は無
い）。以下は Hoshi（1986）があげている名詞化接辞 -lə を使った例文である。
(34) Manangba12
a.	 ²konpə		 	 ³ta:sə-ʔa	 	 	 ³kye:-ko	 	 ³ŋə-lə
	 monastery	 	 far.there-GEN	 	 field-DEF	 	 1sg-NMLZ
  ‘The	farm	beyond	the	temple	is	mine.’
b.	 ²sə-sho-ko	 	 4su-lə
	 good-SP-DEF	 	 who-NMLZ
  ‘Whose	is	the	best?’              (Hoshi 1986: 297)
グルン語については，Glover（1974: 70）が ‘genitive’ として -e と -l(a)（Glover	
et	al.	1974 では -la ～ -la:）の二つをあげているのであるが，Glover（1974）や
11 タカリ語 Tukche 方言については，著者が知る限りこのような記述が明確にされている文献は存在しないが，Hari 
and	Maibaum（1970）にこのように分析できる例文が散見される。






わかる（よって (35) では -la: を NMLZ と注解している）13。
(35) Gurung	(Ghachok)
 cu'  ŋa-la:'
	 this	 	 1sg-NMLZ





Taylor（1973）の例文を良く精査していくと，-la は，その後に head	noun が無く，
-la が付いた名詞自身が head	noun として機能している例がかなり多いことがわか




語の Indrawati	Khola 方言（Sindhupalchok	District）では，-la は属格標識としては
使用されておらず，この方言での唯一の属格標識である -ki の後か（(36a–b) 参照），




  ‘Ram’s [one]’
b. 2a-ki-la    2cyun	 	 	 1mu-la
	 2sg-GEN-NOM	 	 little.brother	 COPA-FUT





c. 2ocu  1ŋi-la     3hin-la
 DEM  1sg.GEN-NOM  COPE-FUT
  ‘That’s mine.’
Owen-Smith（2013）は西タマン語の他の諸方言での -laの分布にも言及しており，
そこから推測するに，西タマン語の諸方言においては，属格標識の機能が，元々
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(2)     ū   ā  







(3) ṅū ṅ  š  ā  
 prn	 	 place	 	 two	 	 house.pl	 	 exist.grd
 ‘Rinku	has	two	houses.’
次の例では，形容詞が名詞を修飾している。形容詞は名詞に先行する。
(4) a. ō  ṅ    ōā  ū
  3prn:pl	 all		 	 place	 	 good	 	 bag	 	 exist
  ‘They	have	a	good	bag	with	each	of	them.’
 b.     ē ōṭṅ  šō  ṅ  ā












(5)     ǰ  ṅū     ī ō   ššē   āī
 2prn:sg	 	 this	 door.dat  2prn:sg:gen		 all		 strength	 	 send:pf  push.inf.cond.even
 j  ēṅī   ṅ






(6)     	 	  ū  ṭč





(7) a. ǰ  š  ā  šā    ū  ṅā  ū
	 	 this	 two	 	 story.pl	 	 	 resemble.mdl.grd.attr  cop 	 same.attr   neg.cop
  ‘These	two	stories	resemble	each	other,	but	not	same.’
 b. ǰ  š  ā  ṅā  (ū)
	 	 this	 two	 	 pen.pl	 	 different.attr   cop
  ‘These	two	pens	are	different.’
 c. ǰ  š  ō  ā  ā    ū
	 	 this	 two.gen	 	 inside		 	 which	 	 	 stick	 	 	 long	 	 	 cop
  ‘Which	is	longer,	this	stick	or	that?’
数詞も名詞に前置されれば，その名詞が表わすものがその数だけあることを表す。
(7c) は，名詞句内に名詞がない例である。š が名詞的に「2 つのもの」という
意味となり，属格標識を取っている。
次例は，指示詞と形容詞が名詞に先行する例である。
 4 j が単体で用いられた場合は，「これ」の意味である。ただし，「これの」のように属格の意味の場合は，jū と母
音が長くなる。
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(8)     ṅ    ō   ǰ		  ē    šš
 1prn:sg.ins  1prn:sg:gen		 young_day.loc		 this	 	 big	 	 field	 	 cultivate.dpt
 ‘I	cultivated	this	big	field	in	my	young	days.’
次の例では，数詞と形容詞が名詞に先行している。
(9) š ē ṅā ō jj    ē




(10) čē  ǰ		  ṅā  ē	  šāī   ū  āň
	 please	 	 this	 	 five	 	 big	 	 empty	 	 bottle.pl.dat	 	 throw_away.2s:sg
 ‘Please	throw	away	these	five	big	empty	bottles.’
複数の修飾語が一つの名詞句内に生起する場合，修飾語の語順には制限がある。
ṅā，ē，šāī の語順は 6 種のパターンがありうるが，上の語順の他に許される
のは，形容詞の語順を入れ換えた ṅāšāī ē だけである 5。
(11)      ṅē  ṅē	    ū
	 one	 	 tall	 	 	 old_lady		 English	 	 	 lady	 	 	 	 come.pr
 ‘Here	comes	a	tall	old	English	lady.’
上の ，ṅē，ṅē の 3 語で構成される語順は，上の例の他に
ṅēṅē，ṅēṅē の 2 種のみであり，ṅē と ṅē が上








 6 ただし，ṅē は ‘foreign’ という意味でもありうるので，固有形容詞と見るべきではないかもしれない。























(12) では，「冷たい」を意味する形容詞  に接尾辞 -ā が付いている。
(12) āā  ī
	 cold.attr/cold.attr	 	 	 water
 ‘cold	water’




 9 ただし，そのことによって筆者が，Dixon と同様，あらゆる言語に形容詞という品詞クラスがありうると考えて
いるわけではない。
10 -ā と，後述する -ā は形式がよく似ているので，語源を同じくする可能性がある。動名詞を作る接尾辞
- または - が付いた上に -ā が付加されれば，発音が -ā に変化することは容易に想像できる。しかし，
今のところインフォーマントは V--ā というように発音することを容認しないため，母語話者の意識とし
てはこのような接辞の組み合わせで成立するものではない。ただ，もしこの組み合わせで成立しているなら，
-- という接尾辞で名詞化された動詞に -ā が付くという説明が可能である。なお，この接辞とチベット語の
^ の機能と形式が似ているが，キナウル語では -ē が女性形として用いられることがある。cf. 例 (19)
11 この語末 - がある場合とない場合について，筆者は，かつて，たんに音節末の子音連続が単純化したかどうか
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例も，形容詞 š に -ā が付加されている。
(13)     šā  ō   ōš





(14)     ōṭō    ā  ā*ā     ū
 2prn:sg	 	 restaurant.loc	 	 very	 	 delicious/delicious.attr/delicious.attr	 	 food
 ā   
	 eat.inf  be_able.grd
 ‘You	can	eat	very	delicious	meal	at	the	restaurant.’
なお，形容詞には，上で ā が容認されないように，-ā は付加できな
い 12。次の例でも，ā は「よい方」という意味である。
(15)     jū  ā  ā  ā   ā




















(16)   ō  ē   ṭī    ā




意味を表わす。例 (17) で，(17a) は「髭をたくわえた人」，(17b) は，話者がいく
つかのロウソクを比べながら，「これにしておく」と言っている。
(17) a.     īā  ī   ṅ
  1prn:sg.ins	 	 beard.attr  person  see.pt.1s
  ‘I	saw	a	bearded	man.’
 b. ṅū   ūā  ī  ň






(18) šāū  āā	 ī  ū
 psn 	 father.attr  psn.emph    cop
 ‘It	is	Ravinder	who	is	the	Shalu’s	father.’
いずれにせよ，-ā は名詞に付加される。
次の例は，-ā ではなく -ē が用いられている。これは，被修飾名詞が女性
である場合，用いられることがある。
(19) ēš  āē           
 psn 	 	 black.hair.attr:fem	 	 	 lady	 	 	 	 good	 	 	 	 think.grd
 ‘Ramesh	likes	a	dark-haired	girl.’
















(20) ṭšīṅ ṅā*ṅā  ī     ū
 psn.dat	 	 wait.attr/wait.attr    person  psn    cop
 ‘The	person	who	is	waiting	for	Tashi	is	Ravinder.’
例 (21) では，-ā が動詞 -	‘cry’ に付加されている。この動詞は否定辞
- を伴って名詞 čṅ	‘child’ を修飾する。
(21) ṅ  ā*šā  č ṅ  ā ū
	 now.till	 	 	 	 neg.cry.attr/neg.cry.mdl.grd.attr	 	 	 	 	 boy	 	 now	 	 cry.pr
 ‘The	boy	who	didn’t	cry	till	now	is	crying	now.’
なお，šā が容認されないのは，中動態接辞 -š14 が付加されているか
らである。(22a) は -ā が動詞 - ‘kill’ に付加されて，名詞 ī を修飾する。
šā はこの文では許容されない。しかし，(22b) では，šā が適格で
あり，ā は不適格である。つまり，中動態接辞 š- は，被修飾名詞が，動
詞の意味的目的語の時，挿入される。この点の詳細は，Takahashi（2012）を参照
のこと。
(22) a. jīṅ ā*šā   ī  čō ē
	 	 teacher.dat	 	 kill.attr/kill.mdl.grd.attr	 	 	 	 person	 thief	 	 cop.pt
  ‘The	person	who	killed	the	teacher	was	the	thief.’
 b. čō  šā*ā   ī  jī  ē









(23) čāšā   čṅū  j  ň
	 dance.mdl.grd.attr	 	 child.pl.dat		 this	 	 give.lv.2s
 ‘Please	give	this	to	the	children	who	are	dancing.’
筆者のインフォーマントは，時に接尾辞 -š15 がこの文脈で過去を表していると
言うが，それはつねに正しいわけではない 16。(24) では，主動詞  がこの状況
が習慣的に行われていることを表しており，ṭšā は ā	‘now’ と共起する
ことができる。したがって，この形式は過去を意味していない。
(24)   ṭšā*ṭā    ā  
 I.ins	 	 break.mdl.grd.attr/break.attr		 box	 	 	 	 father.ins burn.grd
 ‘Father	burns	the	box	which	I	break.’






(25)   ō  ū  āā    ṭūā  ō ṅ ī  




15 実際には，本稿は，接尾辞 -š の機能を明かにしようとするものではない。しかし，これらの例が示しているのは，
-š が，被修飾名詞が，修飾する動詞の目的語である場合か，または，動詞の主語名詞が複数である場合に用い
られているということである。Takahashi（2012）を参照されたい。
16 実は，過去を表わす接尾辞として -š という形式が考えられる。これは，主語人称接辞を伴わない形式であるた













きる。しかし，現在分詞は -ā や -ā を付加することができず，また名詞を
修飾することはできない 19。
(26) は，動名詞による修飾の例を示す。接尾辞 - によって修飾する動詞は，
- が付加された動詞の元の主語である名詞を修飾する。
(26) a. šī		  ī
	 	 die.grd  person
  ‘dead	person’
 b. 	  ī
	 	 kill.grd  person
  ‘the	person	who	kills	(somebody)’
通常，- も -ā も名詞を修飾できるが，次に見るように，できない場合も
ある。その違いについては明らかではない。
(27) a.   ?ā   ā  ň
	 	 that	 	 make_dry.grd/make_dry.attr	 	 clothes	 	 bring:1-2o.2s
  ‘Bring	those	dried	clothes.’
 b.   ššā    ā  ň




18 これらの形式については詳述しない。完了分詞は動詞語幹の重複または動詞語幹が接尾辞 - を取る。現在分詞
は -ō，動名詞は - または -，不定詞は - を取る。定形については，高橋（2012）を参照のこと。また，非定
形については，高橋（準備中）を参照されたい。
19 Sharma（1988: 107）は，現在分詞が名詞を修飾することができ，例として š	‘dying	man’ を挙げている。こ
の Sharma と筆者のデータの違いは，そのインフォーマントの方言の違いによるのかもしれない。
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(28) a. *āā  īū
	 	 eat:pf		 	 person/food
 b. ū  ā	  īā?ī
	 	 food	 	 eat.grd  person.pl/person
  ‘the	people	who	eat	food’





(29) a. šīšī   ī
	 	 die:pf   person
  ‘dead	person’
 b. ā   ī
	 	 kill:pf   person
  ‘killed	person’
(30) š20	 	 ī










20 š の末尾の接尾辞 - は，重複の異形態である。






かし，接尾辞 - と - をもつ動詞は，名詞を修飾する際，-ā を取る。例 (20)
を参照のこと。上で述べたように，-ā は名詞に付加されるので， は
名詞化された形式と考えることができる。例 (31b) では，動詞 š- が接尾辞 -
と - を取り，それに接尾辞 -ā ではなく -ā が後続する。
(31) a.  (*ā)  ščā  ū    ā
	 	 that	 very	 	 	 strong.attr   cop 	 that.ins  neg.be_able.inf.lv.oblg.attr
  ṅā ū22
	 	 rock.pl	 	 carry.pt
  ‘He	is	strong,	because	he	carried	heavy	rocks.’
 b. šāūṅ  āī  šā   (ū)
  psn.dat	 	 	 very	 	 study.inf.lv.oblg.attr  cop
  ‘Shalu	has	to	study	much	more.’
Sharma（1988: 106）は，š（本稿の -ā と同じものと思われる）を提示し，
‘derived	adjective’ の形式要素としている。また，Sharma（1988: 171）の /-zea ～


















(32) a. āā  ā  ū
	 	 stick.pl	 	 	 small.pl/small	 	 	 cop
  ‘The	stick	are	short.’
 b. j    ē ū
	 	 this	 house		 big	 cop
  ‘This house is big.’
(33) a.   ā
	 	 long	 	 	 stick
  ‘a	long	stick’
 b. ā  ā




ただし，(34) の ā は，実際には [littseja:] と発音されるが，- が，-ā
を取っている。
(34) ā*ā   ī
	 become_cold.attr/cold.attr	 	 water
 ‘the	water	which	became	cold’
しかし，同時に ā は不適格である。このことは，- が ‘to	become	cold’
を意味する動詞であり， の末尾の - が名詞を作る接辞であることを示唆する。
そのため，(34) にあるように，ā は適格であるが，ā は適格ではな
いと考えられる。
ただし，(34) を p. 6 の (12) と比べてみると，後者は -ā が - にも  にも
付加されうることがわかる。つまり，- は曖昧であり，さらなる研究が必要で
ある 24。






























1 1st	person gen genitive o object
1-2 1st	and/or	2nd	person gt general	tense oblg obligation
2 2nd	person inf infinitive pf perfect
attr attributive ins instrumental pl plural
cop copular	verb loc locative pr present
dat Dative lv linking	vowel psn personal	name
emph Emphatic mdl middle	voice pt past









































2013 年 6 月 24 日例会において「ショオ語の所有表現─初歩的報告─」と題して発表した。席上，多くのご意見
を賜ったことに感謝申し上げる。本稿はその報告を元に，後の現地調査による資料を補い全面的に改稿したもの
である。














プ 5：名詞的修飾表現」，「グループ 6：動詞的修飾表現」をおおむね含んでいる 4。




(1) pak7a	kɤŋ6	 	 ɤ3		 	 	 	 tʰaŋ4		 me4
 伯父     DIST-DEM  CLF  馬
 伯父の馬
「遠称指示詞 ɤ3 ＋単数類別詞」の代わりに「a3」を使うこともできる。
(2) pak7a	kɤŋ6	 	 a3		 	 	 	 	 	 me4






 4 「所有 possession」が表す意味概念については，Aikhenvald（2013）および勝川（2013）で詳細な検討がおこなわ
れている。
 5 本稿で扱うショオ語はすべて筆者の現地調査による海豊ショオ語である。表記は IPA によるが，いわゆる「寛式
記音」で純粋な音韻表記ではない。海豊ショオ語の音声・音韻の詳細については中西（2003b:1–3）を参照され
たい。本稿の表記も基本的に中西（2003b）に従うが，同書で -iŋ と記しているものは本稿では -iɤŋ とし，ŋŋ̊ は
hŋ と表した。なお，声調は調類を分節音の右肩に記す。各調類の調値は以下の通り。
    第 1 調 第 3 調 第 5 調 第 7a 調 第 7b 調
     22   44   11    22    11
    第 2 調 第 4 調 第 6 調 第 8a 調 第 8b 調
     31   54   35    44    35
 6 本稿では possessor を「所有者」，possessed	entity を「指示対象」と呼ぶ。
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(3) a3		 	 	 	 	 	 tʰɔŋ4		 san1		 ɤ3		 	 	 	 ti1		 	 	 pia4




(4a) pak7a	kɤŋ6	 	 ɤ3		 	 	 	 	 phui5	 	 khua4
 伯父     DIST-DEM   CLF   手
(4b) pak7a	kɤŋ6	 	 a3		 	 	 	 	 	 khua4





(5) le3	 	 tʰaŋ4		 pia4	 	 ɤ3		 	 	 	 ti1		 	 	 lin2












(6) le3	 	 tʰaŋ4		 me4	 	 ʦʰi4	 	 vaŋ4		 ŋiɤŋ1
 DEM  CLF  馬   です  私   PRT
 この馬は私のものです
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(7) le3	 	 tʰaŋ4		 	 ʦʰi4	 	 vaŋ4		 a3		 	 	 	 	 	 me4
 DEM  CLF   です  私   DIST-DEM+CLF  馬
 これは私の馬です













(8) vaŋ4  a1	me6





(9) lɤŋ4	 	 mɔ4	 	 ŋiɤŋ1	 	 ɤ3		 	 	 	 ti1		 	 	 ka3	hɤ5





(10) lɤŋ4	 	 mɔ4	 	 ɤ3		 	 	 	 ti1		 	 	 ka3	hɤ5






(11) mɤŋ2	 ʦa5	lɔ1		 mɔ4	 ɤ3		 	 	 	 ti1		 	 	 ka3	hɤ5		 ʦɤŋ5	 pa4	 	 hŋ4	 ɔ3	?
 2SG  昨日   買う DIST-DEM  PL-CLF  もの   置く  どこ  行く PFV
 君が昨日買ったものはどこに置いたの？
コンサルタントによると以下 (12) の形式も可能とのことだが，そうすると (9)
中の「ɤ3	ti1」は所有者と指示対象の関係を表しているというよりも，本来の指示
機能が表面化しているととらえた方が良いのかも知れない。
(12) lɤŋ4	 	 mɔ4	 	 ŋiɤŋ1	 	 ka3	hɤ5













(13) sin3	siaŋ6		 sia3	 	 ŋiɤŋ1	 	 le3	 	 ti1		 	 	 tɔ3








(14) sin3siaŋ6	 	 sia3	 	 ŋiɤŋ1	 le3	 	 	 ti1		 	 	 tɔ3	 	 khe4		 	 ŋɔŋ5		 mɔ6
 先生    書く  PRT  DEM   PL-CLF  本   とても  良い  見る
 先生が書いたこれらの本はとてもおもしろい
しかしながら，上述のように「ŋiɤŋ1」を使った文は文体的にかたいせいか，






(15) vaŋ4	 	 le3	 	 ti1		 	 	 tɔ3












(16) nin2	 	 nɔ1	 	 m̥in1		 	 hɔŋ2		 kwən7
 3SG  CLF  顔    赤い  PFV
 彼（女）の顔が赤くなった
(17) ȶa3	 	 nin2	 	 kɔŋ3	pəu1		 a7		 	 	 njɛn3




(18a) nin2	 	 phin3	 	 lwəi1	 	 ljɛ4/6/8	thɛ3	 	 kwən7
 3SG  CLF   服    汚い     PFV
(18b) nin2	 	 nin2	 	 lwəi1	 	 ljɛ4/6/8thɛ3		 kwən7









(19) wə35		 	 	 tau31		 sa53	 	 	 ȶu53	 	 nin31		 wə35		 	 	 phin35	 	 lwəi33




(20) ni21  to21	 	 to43  to21  ȵo31  i55
 3SG  CLF  息子  CLF  牛   DIST-DEM
 彼（女）の息子のあの牛
(21) o55  ʨo43  la31  i31













(22)	 to21  ȵo31  kə33	 	 qhau55	 	 mua21  lo21  i44
 CLF  牛   PRT  ばかり  買う   来る  DIST-DEM
 買ってきたばかりのあの牛
以上の二言語のほか，プヌ語では，通常構造助詞を使うが一部類別詞を用いる




















声母の対応は，表 2 に示した。構造助詞のほかは，キョンナイ語の ð- がショ










えることも可能だろう。構造助詞以外の語がすべて ŋ- と同じ調音位置の k- を語
頭子音とする接頭辞を伴った形で出てくるのも示唆的である。1011
韻母の対応は，以下の表 3 に示す。キョンナイ語の -ɔŋ 韻母に対応するショオ
語の同源語は二例しか見つからなかったが，声母・声調と共に整然とした対応を
見せている。構造助詞の韻母についていうと，海豊ショオ語の -ɤŋ 韻母は *-uŋ
から来ているから 12，恐らく元々は *ŋiɔŋ のような形だったものが，主母音の前
（*ŋi-）と後ろ（*-ŋ）が共に開口度の小さい音であるため，発音の便宜上，主母

















































(23) 我 嗰    本  書
 私  DIST-DEM  CLF  本
(24) 我  本  書
 私   CLF  本
(25) 我  嘅  書







































































(26) vaŋ4  ɤ3     laŋ1  tɔ3







19 通言語的に，grammatical	form そのもの（ここでは例えば標準漢語の「的」）よりも grammatical	category や
construction	type（ここでは構造助詞を使う構造）の方が拡散しやすい（Dixon	1997:20–22）。もっとも，優勢言語
との接触が進むにつれ，本稿表 1 中のプヌ語やパフン語のように，優勢言語の grammatical	form そのものを借用
する例も出てくる。
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(27)	 vaŋ4  ɤ3		 	 	 	 phɤŋ6	 	 ŋi3	ŋin6	hɔk8a	 	 tɔ3











1SG 一人称単数代名詞 DIST-DEM 遠称指示詞
1PL 一人称複数代名詞 NEG 否定辞
2SG 二人称単数代名詞 PFV 完了
3SG 三人称単数代名詞 PL-CLF 複数類別詞
CLF 類別詞 PRT 助詞
DEM 近称指示詞
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